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『
正
義
論
』
以
前
の
ロ
ー
ル
ズ

｜

ロ
ー
ル
ズ
の
博
士
論
文
「
倫
理
的
知
識
の
基
盤
の
研
究
」（
一
九
五
〇
）
を
読
む

池

田

誠

要

旨
本
稿
で
は
、
ジ
ョ
ン
・
ロ
ー
ル
ズ
の
博
士
論
文「
倫
理
的
知
識
の
基
盤
の
研
究
」（
一
九
五
〇
）を
考
察
し
、
若
き
ロ
ー
ル
ズ
が『
正
義
論
』（1

9
7
1 /

9
9 rev

.
ed
.

）
の
著
者
へ
と
成
長
し
て
い
く
軌
跡
を
辿
る
。
そ
こ
で
私
は
、
ロ
ー
ル
ズ
の
博
士
論
文
と
、
こ
の
博
論
の
「
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
」
と
さ
れ

る
彼
の
翌
一
九
五
一
年
の
処
女
論
文
「
倫
理
学
に
お
け
る
決
定
手
続
き
の
概
要
」
と
の
間
の
共
通
点
と
相
違
点
に
焦
点
を
当
て
る
。

ま
ず
、
第
一
の
共
通
点
と
し
て
、
両
論
文
は
法
学
や
科
学
哲
学
に
お
け
る
「
議
論
の
理
論
」
を
参
考
に
、
当
時
の
倫
理
学
に
お
け
る
懐
疑
的
風

潮
へ
の
反
論
と
し
て
理
性
的
な
倫
理
学
的
探
求
の
可
能
性
を
擁
護
す
る
こ
と
を
主
題
と
し
て
い
る
。
ま
た
第
二
の
共
通
点
と
し
て
、
両
論
文
の
う

ち
に
は
す
で
に
の
ち
に
「
反
省
的
均
衡
」
と
呼
ば
れ
る
反
基
礎
づ
け
主
義
的
な
方
法
論
が
確
立
さ
れ
展
開
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
そ
こ
で
は
、『
正

義
論
』
に
み
ら
れ
る
功
利
主
義
と
（
多
元
的
）
直
観
主
義
に
代
わ
る
新
た
な
規
範
倫
理
学
理
論
を
立
て
る
こ
と
へ
の
意
欲
も
見
ら
れ
る
。

一
方
、
両
論
文
の
間
の
相
違
は
三
つ
あ
る
。
第
一
の
相
違
点
は
、
ロ
ー
ル
ズ
が
実
際
に
自
ら
の
提
示
す
る
理
性
的
な
倫
理
学
的
探
求
の
実
例
を

素
描
し
て
み
せ
る
際
に
解
明
と
正
当
化
の
題
材
と
す
る
道
徳
判
断
の
種
類
で
あ
る
。
博
士
論
文
の
ロ
ー
ル
ズ
は
「（
i
）
よ
い
性
格
に
関
す
る
道
徳

判
断
」
の
解
明
を
図
る
が
、「
概
要
」
論
文
の
彼
は
「（
ii
）
正
し
い
・
正
義
に
か
な
う
行
為
に
関
す
る
道
徳
判
断
」
の
解
明
を
試
み
て
い
る
。
こ

れ
に
伴
い
、
第
二
の
相
違
点
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
論
文
で
ロ
ー
ル
ズ
が
提
示
す
る
道
徳
判
断
の
解
明
原
理
（
道
徳
原
理
）
も
異
な
っ
て
い
る
。

第
三
の
相
違
点
と
し
て
、
博
士
論
文
で
は
、「
概
要
」
論
文
に
は
登
場
し
な
い
「
形
式
的
正
当
化
」
と
「
実
質
的
正
当
化
」
と
い
う
二
種
類
の
正
当

化
方
法
が
登
場
す
る
。

こ
の
相
違
点
に
も
と
づ
き
、
私
は
、
博
士
論
文
の
ロ
ー
ル
ズ
は
早
く
も
彼
の
倫
理
学
方
法
論
を
確
立
す
る
一
方
、
そ
の
実
例
の
提
示
で
あ
る
規

範
倫
理
学
理
論
に
お
い
て
は
い
ま
だ
発
展
途
上
で
あ
り
、
以
降
、
彼
は
よ
り
包
括
的
な
規
範
倫
理
学
理
論
の
確
立
を
め
ざ
し
、
彼
な
り
の
「
反
照

的
均
衡
」
の
プ
ロ
セ
ス
を
幾
度
も
重
ね
て
「
概
要
」『
正
義
論
』
へ
と
歩
み
を
進
め
て
い
っ
た
と
主
張
す
る
。
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１

は
じ
め
に：

ロ
ー
ル
ズ
の
倫
理
学
上
の
貢
献

ジ
ョ
ン
・
ロ
ー
ル
ズ
と
い
え
ば
『
正
義
論
』（1

9
7
1 /
9
9 rev

.
ed
.

）
の
著
者
と

し
て
有
名
で
あ
る
。
近
年
日
本
で
も
有
名
で
あ
る
政
治
哲
学
者
マ
イ
ケ
ル
・
サ

ン
デ
ル
が
そ
の
講
義
や
著
書
の
中
で
紹
介
し
た
こ
と
、
ま
た
『
正
義
論
』
の
三

十
一
年
ぶ
り
の
新
訳
が
つ
い
に
公
刊
さ
れ
た
こ
と
を
二
つ
の
大
き
な
き
っ
か
け

と
し
て
、
こ
の
二
十
世
紀
最
大
の
道
徳
哲
学
者
の
日
本
に
お
け
る
認
知
度
は
に

わ
か
に
高
ま
り
つ
つ
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

ロ
ー
ル
ズ
正
義
論
の
倫
理
学
上
の
貢
献
と
は
何
だ
ろ
う
か
１

。
ま
ず
多
く
の

人
々
が
思
い
浮
か
べ
る
の
が
、
彼
の
規
範
倫
理
学
上
の
貢
献
で
あ
ろ
う
。『
正
義

論
』
の
目
的
は
、
近
代
の
道
徳
哲
学
に
お
い
て
「
有
力
で
支
配
的
な
伝
統
を
な

し
て
き
た
功
利
主
義
よ
り
も
優
れ
て
い
る
正
義
に
関
す
る
体
系
的
な
説
明
の
代

替
案
」
と
し
て
「
ロ
ッ
ク
、
ル
ソ
ー
、
カ
ン
ト
に
代
表
さ
れ
る
社
会
契
約
の
伝

統
的
理
論
」（
の
抽
象
度
を
高
め
た
も
の
）を
提
示
す
る
こ
と
に
あ
っ
た（T

J p
p
.

v
ii -
v
iii /
x
v
ii -
x
v
iii rev

. ；

訳x
x
i

）。ロ
ー
ル
ズ
は
社
会
契
約
論
の
道
具
立
て
を

参
考
に
、
功
利
原
理
に
代
わ
る
社
会
の
統
制
原
理
と
し
て
、
自
由
と
権
利
の
絶

対
的
保
障
と
「
最
も
恵
ま
れ
な
い
人
々
」
を
重
視
す
る
分
配
を
謳
う
「
正
義
の

二
原
理
」
を
提
示
す
る
。
こ
の
ロ
ー
ル
ズ
の
主
張
は
、『
正
義
論
』
公
刊
以
後
、

倫
理
学
の
み
な
ら
ず
、
法
学
や
経
済
学
、
社
会
学
に
ま
で
広
が
る
大
論
争
を
巻

き
起
こ
し
て
き
た
。
ま
た
こ
と
倫
理
学
に
お
い
て
は
、『
正
義
論
』は
二
十
世
紀

前
半
の
倫
理
学
に
お
け
る
道
徳
語
の
意
味
分
析
（
分
析
的
メ
タ
倫
理
学
）
へ
の

偏
重
を
断
ち
切
り
、
規
範
倫
理
学
を
復
権
さ
せ
た
著
作
と
も
言
わ
れ
る
。

一
方
最
近
で
は
、
ロ
ー
ル
ズ
の
メ
タ
倫
理
学
上
の
積
極
的
貢
献
も
注
目
さ
れ

て
い
る
。
現
代
に
直
観
主
義
の
伝
統
を
復
活
さ
せ
た
と
い
う
貢
献
で
あ
る
２

。

一
九
八
〇
年
の
「
道
徳
理
論
に
お
け
る
カ
ン
ト
的
構
成
主
義
」
論
文
（R

a
w
ls

(1
9
8
0
)

）は
、
か
ね
て
よ
り
ロ
ー
ル
ズ
正
義
論
の
根
底
に
存
在
し
て
い
た
手
続
き

主
義
、
反
照
的
均
衡
と
い
う
メ
タ
倫
理
学
上
（
と
く
に
倫
理
学
方
法
論
上
）
の

立
場
を
「
カ
ン
ト
的
構
成
主
義
」（
あ
る
い
は
「
道
徳
的
構
成
主
義
」）
と
い
う

明
確
な
立
場
と
し
て
再
定
式
化
し
た
論
考
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
あ
る
行
為
の

客

的
な
道
徳
的
正
し
さ
の
根
拠
を
、「
そ
の
行
為
が
わ
れ
わ
れ
の『
外
』に（
わ

れ
わ
れ
の
実
践
的
推
論
に
先
立
ち
、
そ
れ
に
独
立
し
て
）
存
在
す
べ
き
望
ま
し

い
事
態
・
秩
序
・
帰
結
に
寄
与
す
る
か
」
で
は
な
く
、「
そ
の
行
為
の
格
率
が
わ

れ
わ
れ
が
自
ら
の
『
内
』
に
共
通
し
て
持
つ
理
に
か
な
う
実
践
的
推
論
の
手
続

き
・
プ
ロ
セ
ス
を
生
き
残
る
か
否
か
」
に
求
め
る
立
場
で
あ
る
。
こ
の
構
成
主

義
と
い
う
立
場
は
、
メ
タ
倫
理
学
上
の
分
類
で
言
え
ば
、
一
方
で
道
徳
実
在
論

や
合
理
的
直
観
主
義
、
自
然
主
義
を
退
け
つ
つ
も
、
他
方
で
行
為
の
客

的
な

道
徳
的
正
し
さ
や
道
徳
判
断
や
道
徳
原
理
の
客
観
的
な
真
偽
は
問
い
う
る
と
す

る
認
知
主
義
的
立
場
を
堅
持
す
る
独
特
の
立
場
で
あ
る
。
こ
の
カ
ン
ト
的
構
成

主
義
・
道
徳
的
構
成
主
義
の
立
場
は
T
 
h
・
ヒ
ル
や
B
・
ハ
ー
マ
ン
、
O
・
オ

ニ
ー
ル
、
C
 
h
・
コ
ー
ス
ガ
ー
ド
ら
カ
ン
ト
主
義
者
を
筆
頭
と
す
る
多
く
の
論

者
に
継
承
さ
れ
て
い
る
３

。

ロ
ー
ル
ズ
の
規
範
倫
理
学
上
の
貢
献
と
メ
タ
倫
理
学
上
の
貢
献
は
密
接
に
関

係
し
あ
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
彼
の
功
利
主
義
批
判
は
、
単
に
そ
の
規
範
原
理

の
み
な
ら
ず
、
功
利
主
義
が
拠
っ
て
立
つ
方
法
論
的
基
礎
（
基
礎
づ
け
主
義
）

を
も
そ
の
批
判
の
射
程
に
収
め
る
も
の
な
の
だ
。
わ
れ
わ
れ
は
そ
の
規
範
・
メ

タ
両
側
面
に
お
け
る
貢
献
を
同
時
に
、
ま
た
正
し
く
眺
め
な
い
限
り
、
こ
の
二

北
海
道
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科

研
究
論
集

第
十
一
号
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十
世
紀
の
巨
人
の
倫
理
学
へ
の
真
の
貢
献
と
そ
の
「
反
功
利
主
義
者
」
と
し
て

の
相
貌
を
正
し
く
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

２

初
期
ロ
ー
ル
ズ
の
関
心：

倫
理
学
方
法
論

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
反
功
利
主
義
者
と
し
て
の
側
面
の
う
ち
、
規
範
倫
理

学
上
の
側
面
が
注
目
さ
れ
る
こ
と
の
多
い
ロ
ー
ル
ズ
で
あ
る
が
、
実
際
に
彼
が

功
利
原
理
に
代
わ
る
規
範
的
な
道
徳
原
理
を
積
極
的
に
打
ち
出
し
は
じ
め
る
の

は
『
正
義
論
』
に
遡
る
こ
と
十
三
年
前
の
論
文
「
公
正
と
し
て
の
正
義
」（R

a
w
ls

(1
9
5
8
)

）
が
最
初
で
あ
る
。
そ
れ
以
前
、
つ
ま
り
処
女
論
文
「
倫
理
学
に
お
け
る

決
定
手
続
き
の
概
要
」（R

a
w
ls
(1
9
5
1
)

）
の
ロ
ー
ル
ズ
は
、
わ
れ
わ
れ
の
間
の

利
害
対
立
を
調
停
す
る
客
観
的
な
決
定
手
続
き
は
何
か
（＝

ど
ん
な
規
範
的
道

徳
原
理
か
）
で
は
な
く
む
し
ろ
、
そ
も
そ
も
そ
う
し
た
客
観
的
な
決
定
手
続
き

は
存
在
す
る
の
か
、
存
在
す
る
と
す
れ
ば
わ
れ
わ
れ
は
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
発

見
し
正
当
化
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
と
い
う
倫
理
学
方
法
論
に
関
心
を
抱
い

て
い
た
４

。
し
か
も
そ
こ
で
は
、
の
ち
の
『
正
義
論
』
で
「
反
照
的
均
衡
」
と
呼

ば
れ
る
こ
と
に
な
る
反
基
礎
付
け
主
義
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
展
開
さ
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。

だ
が
、
以
後
の
論
文
に
比
べ
て
、「
概
要
」論
文
は
研
究
者
の
間
で
も
あ
ま
り

顧
み
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
論
文
は
と
に
か
く
「
わ
か

り
に
く
い
」
か
ら
で
あ
る
。「
概
要
」
論
文
は
註
も
参
考
文
献
も
日
常
的
な
実
例

も
な
く
、
延
々
と
抽
象
的
議
論
が
続
く
た
め
、
倫
理
学
史
上
の
位
置
づ
け
が
わ

か
り
に
く
い
。
し
か
も
そ
の
抽
象
的
議
論
は
、
倫
理
学
を
科
学
哲
学
・
論
理
学

と
類
比
さ
せ
、
後
者
の
分
野
の
概
念
を
援
用
し
て
論
じ
る
も
の
で
あ
る
た
め
ま

す
ま
す
難
解
で
あ
る
５

。
だ
が
、
ロ
ー
ル
ズ
の
規
範
倫
理
学
的
側
面
に
注
目
す

る
人
々
に
と
っ
て
幸
運
な
こ
と
に
、『
正
義
論
』
で
は
、
五
八
年
の
「
公
正
と
し

て
の
正
義
」
以
降
の
論
文
が
修
正
を
経
て
実
質
的
に
本
論
に
組
み
込
ま
れ
て
い

る
の
に
対
し
て
、
五
一
年
の
「
概
要
」
論
文
に
つ
い
て
は
、
正
義
の
二
原
理
を

支
え
る
方
法
論
的
基
礎
の
説
明
の
中
で
わ
ず
か
に
二
度
註
で
触
れ
ら
れ
る
の
み

で
あ
る
（T

J 4
6 /
4
0 rev

.
(

訳p
.
6
5
)
a
n
d
 
5
7
9 /
5
0
7 rev

.
(

訳p
.
7
6
3
)

）。
こ

の
事
実
に
多
く
の
ロ
ー
ル
ズ
研
究
者
は
胸
を
撫
で
下
ろ
し
、
安
心
し
て「
概
要
」

論
文
を
『
正
義
論
』
か
ら
切
り
離
し
て
き
た
。

だ
が
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、『
正
義
論
』
以
降
の
（
厳
密
に
い
え
ば
一
九

五
八
年
の
「
公
正
と
し
て
の
正
義
」
以
降
の
）
ロ
ー
ル
ズ
の
反
功
利
主
義
は
、

反
基
礎
づ
け
主
義
と
い
う
彼
の
メ
タ
倫
理
学
的
立
場
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い

る
。
ゆ
え
に
、
こ
の
「
概
要
」
に
お
け
る
主
張
、
お
よ
び
「
概
要
」
か
ら
『
正

義
論
』
に
至
る
彼
の
思
想
の
発
展
を
理
解
す
る
こ
と
は
、
以
後
の
彼
の
思
想
を

正
し
く
理
解
す
る
上
で
大
い
に
役
立
つ
だ
ろ
う
。

３

ロ
ー
ル
ズ
の
博
士
論
文
（R

a
w
ls
( 1950)

）
を
読
む

そ
こ
で
本
稿
で
は
、「
概
要
」と
と
も
に
、
そ
の
前
年
に
ロ
ー
ル
ズ
が
プ
リ
ン

ス
ト
ン
大
学
へ
と
提
出
し
、「
概
要
」の
も
と
と
な
っ
た
と
さ
れ
る
彼
の
博
士
論

文
「
倫
理
的
知
識
の
基
盤
に
関
す
る
研
究：

性
格
の
道
徳
的
価
値
に
関
す
る
判

断
に
即
し
て
考
え
る
」（R

a
w
ls
(1
9
5
0
)

、
以
下D

）６
を
考
察
す
る
こ
と
に
し
た

い
。
た
だ
し
、
紙
幅
の
都
合
上
、
本
稿
で
は
こ
の
博
士
論
文
全
体
の
要
約
と
考

池
田

『
正
義
論
』
以
前
の
ロ
ー
ル
ズ

― ―19



察
は
し
な
い
（
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
堀
（2

0
0
7

）
が
そ
の
著
書
に
お
い

て
ロ
ー
ル
ズ
の
博
士
論
文
に
つ
い
て
約
百
ペ
ー
ジ
に
わ
た
る
素
晴
ら
し
い
分
析

を
し
て
い
る
の
で
、
そ
ち
ら
を
参
照
の
こ
と
）。
本
稿
で
は
む
し
ろ
、
博
士
論
文

と
「
概
要
」
お
よ
び
『
正
義
論
』
の
間
の
共
通
点
と
相
違
点
（
す
な
わ
ち
、
博

士
論
文
か
ら
「
概
要
」
や
『
正
義
論
』
へ
と
引
き
継
が
れ
た
部
分
と
引
き
継
が

れ
な
か
っ
た
部
分
）
を
整
理
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
若
き
研
究
者
ロ
ー
ル
ズ
が

博
士
論
文
か
ら
「
概
要
」
論
文
へ
前
進
し
、
さ
ら
に
『
正
義
論
』
と
い
う
現
代

倫
理
学
史
上
の
記
念
碑
を
打
ち
立
て
る
ま
で
に
至
っ
た
足
跡
を
た
ど
る
こ
と
に

し
た
い
。

３
｜
１

「
概
要
」
論
文
と
博
士
論
文
の
共
通
点
⑴

「
議
論
の
理
論
」
へ
の

関
心

「
概
要
」論
文
は
彼
の
未
公
刊
の
博
士
論
文
の「
圧
縮
版
」「
要
約
」「
ダ
イ
ジ
ェ

ス
ト
」
で
あ
る
と
さ
れ
る
（
註
５
参
照
）。
先
に
触
れ
た
堀
さ
え
も
「
概
要
」
論

文
を
「
博
士
論
文
の
焼
き
な
お
し
だ
。
し
か
し
、
タ
イ
ト
ル
を
は
じ
め
、
強
調

点
や
説
明
の
手
立
て
に
若
干
の
相
違
が
あ
る
」
と
述
べ
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
る

（
堀(2

0
0
7
),
p
.
1
1
7

）。
こ
れ
は
大
方
間
違
い
で
は
な
い
が
、
誤
解
を
招
く
表
現

で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
私
の
見
立
て
で
は
、
ロ
ー
ル
ズ
の
博
士
論

文
と
「
概
要
」
の
間
に
は
単
な
る
「
強
調
点
や
説
明
の
手
立
て
の
相
違
」
に
は

回
収
し
き
れ
な
い
も
っ
と
大
き
な
違
い
が
存
在
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
以
下

で
は
、「
概
要
」論
文
と
博
士
論
文
を
対
照
さ
せ
な
が
ら
、
そ
の
共
通
点
と
相
違

点
に
迫
る
こ
と
に
し
よ
う
。

ま
ず
は
共
通
点
か
ら
見
て
い
こ
う
。
博
士
論
文
お
よ
び
「
概
要
」
論
文
の
主

題
は
、
堀
が
指
摘
す
る
通
り
、「
議
論
の
理
論
（A

rg
u
m
en
ta
tio
n T
h
eo
ry

）」

の
一
種
で
あ
る
（
堀(2

0
0
7
),
p
.
2
4

）。
堀
に
よ
れ
ば
、
議
論
の
理
論
と
は
、
一

九
七
〇
年
代
以
降
、
主
に
法
哲
学
に
お
い
て
お
こ
っ
た
、
論
理
学
・
科
学
哲
学
・

言
語
哲
学
な
ど
の
知
見
を
援
用
し
て
、
司
法
上
の
議
論
を
筆
頭
と
す
る
法
的
議

論
や
道
徳
的
議
論
の
構
造
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
理
論
で
あ
る
。
つ
ま
り

議
論
の
理
論
が
焦
点
を
当
て
る
の
は
、「
ど
の
法
的
判
断
や
道
徳
的
判
断
が
正
し

い
か
」
と
い
う
法
律
上
・
規
範
倫
理
学
上
の
問
い
で
は
な
く
、「
あ
る
法
的
判
断

や
道
徳
判
断
の
正
し
さ
は
ど
の
よ
う
に
正
当
化
さ
れ
う
る
か
」「
わ
れ
わ
れ
は
法

学
や
倫
理
学
に
お
い
て
、『
あ
る
行
為
や
制
度
は
法
的
に
正
し
い
／
道
徳
的
に
正

し
い
・
よ
い
』
と
い
う
知
識
（
真
な
る
信
念
）
を
い
か
に
理
性
的
に
探
求
す
る

こ
と
が
で
き
る
か
」
と
い
う
（
法
学
・
倫
理
学
）
方
法
論
上
の
問
い
で
あ
る
。

博
士
論
文
お
よ
び
「
概
要
」
論
文
の
ロ
ー
ル
ズ
も
、
そ
れ
ぞ
れ
人
々
の
行
為
選

択
を
評
価
し
導
き
を
与
え
る
「
合
理
的
な
意
思
決
定
の
規
範
」（D

,
p
.
8
6

）
に

関
す
る
倫
理
的
知
識
の
理
性
的
な
探
求
方
法
と
は
何
か
、「
利
害
対
立
を
調
停
す

る
理
に
か
な
う
手
続
き
を
発
見
し
正
当
化
す
る
た
め
の
理
性
的
な
倫
理
学
的
探

求
の
方
法
と
は
何
か
」（R

a
w
ls
(1
9
5
1
a
),
p
.
1

）
と
い
う
問
い
に
取
り
組
む
。

「
概
要
」論
文
の
ロ
ー
ル
ズ
は
こ
う
し
た
倫
理
学
方
法
論
の
問
い
に
取
り
組
む

理
由
に
つ
い
て
、
冒
頭
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
道
徳
的
知
識
が
客
観
的
で
あ
る
か
主
観
的
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
は
、

理
念
的
価
値
実
体
が
実
在
す
る
か
否
か
、
道
徳
的
知
識
が
情
緒
に
起
因
す

る
か
否
か
、
あ
る
い
は
、
世
界
に
は
多
様
な
道
徳
規
範
が
存
在
す
る
か
否

か
と
い
う
問
題
に
よ
っ
て
決
ま
る
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
た
だ
、
所
与
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の
な
い
し
提
案
さ
れ
た
諸
々
の
道
徳
ル
ー
ル
や
そ
の
ル
ー
ル
に
も
と
づ
き

下
さ
れ
た
決
定
に
妥
当
性
あ
る
い
は
非
妥
当
性
を
付
与
す
る
よ
う
な
理
に

か
な
う
方
法
は
あ
る
の
か
否
か
、
と
い
う
問
題
の
み
に
よ
っ
て
決
ま
る
の

で
あ
る
。」（R

a
w
ls
(1
9
5
1
a
),
p
.
1
(

訳p
p
.
2
5
5
6
)

）

さ
て
、
こ
の
説
明
は
い
さ
さ
か
唐
突
に
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
こ
で

博
士
論
文
を
参
照
し
て
み
る
と
、
ロ
ー
ル
ズ
が
ま
さ
に
、
当
時
の
倫
理
学
を
席

巻
し
て
い
た
懐
疑
的
風
潮
、
す
な
わ
ち
「
道
徳
的
諸
問
題
の
解
決
に
理
性
が
用

い
ら
れ
る
可
能
性
を
否
定
す
る
見
解
」
か
ら
理
性
的
な
倫
理
学
的
探
求
や
客
観

的
な
倫
理
的
知
識
の
可
能
性
を
擁
護
す
る
「
ひ
と
つ
の
反
例
」
を
構
築
お
よ
び

考
察
す
る
た
め
に
こ
う
し
た
問
い
を
立
て
た
こ
と
が
わ
か
る
（D

,
A
b
stra
ct

）。

ロ
ー
ル
ズ
に
よ
れ
ば
、
こ
の
懐
疑
的
風
潮
は
大
き
く
分
け
て
二
つ
の
説
に

よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
き
た
。
一
方
は
、
道
徳
原
理
は
究
極
的
に
は
理
性
に
よ
っ

て
正
当
化
不
可
能
な
何
ら
か
の
不
可
謬
の
権
威
に
基
づ
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
す

る
権
威
主
義
的
見
解
で
あ
る
（D

,
p
.
1

）。
こ
こ
で
多
く
の
人
々
は
、
国
家
や
政

党
、
伝
統
、
教
会
を
不
合
理
な
「
権
威
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
は
納
得
す
る
だ
ろ
う
。

だ
が
ロ
ー
ル
ズ
の
批
判
は
さ
ら
に
鋭
く
、
彼
は
、
伝
統
的
な
哲
学
者
た
ち
が
道

徳
原
理
の
究
極
的
基
礎
と
考
え
て
き
た
も
の
さ
え
も
、
彼
ら
が
そ
れ
が
究
極
的

基
礎
で
あ
る
こ
と
自
体
は
（
と
く
に
「
そ
れ
は
議
論
の
ア
・
プ
リ
オ
リ
な
前
提
・

基
礎
・
公
理
な
の
だ
」
と
し
て
）
正
当
化
さ
れ
る
必
要
は
な
い
と
考
え
て
い
る

限
り
で
単
な
る
不
合
理
な
「
権
威
」
に
す
ぎ
な
い
と
喝
破
す
る
。
よ
っ
て
ロ
ー

ル
ズ
の
見
立
て
で
は
、
神
意
説
、
進
化
や
歴
史
の
必
然
の
過
程
に
訴
え
る
説（D

,

p
.
3
2
2

）、
人
間
本
性
や
心
理
に
関
す
る
事
実
に
訴
え
る
ハ
チ
ス
ン
や
ヒ
ュ
ー
ム

（D
,
p
.
3
2
4

）、
人
間
の
ア
・
プ
リ
オ
リ
な
超
越
論
的
能
力
に
訴
え
る
カ
ン
ト
お

よ
び
新
カ
ン
ト
派
（D

,
p
p
.
3
2
5
6

）、
世
界
の
側
の
（
自
然
的
・
非
自
然
的
）

事
実
や
秩
序
に
訴
え
る
説
（
倫
理
的
自
然
主
義
、
合
理
的
直
観
主
義
、
道
徳
実

在
論
）（D

,
p
.
3
1
8

）
も
み
な
権
威
主
義
に
含
ま
れ
る
。
要
す
る
に
ロ
ー
ル
ズ
が

「
権
威
主
義
」
と
し
て
批
判
す
る
の
は
、
最
終
的
に
独
断
的
基
礎
に
訴
え
る
「
基

礎
づ
け
主
義
」
的
認
知
主
義
の
こ
と
で
あ
る
。

第
二
の
種
類
の
説
は
、
道
徳
判
断
や
道
徳
原
理
と
は
結
局
さ
ま
ざ
ま
な
社
会

的
・
文
化
的
要
因
に
よ
っ
て
一
部
の
集
団
に
偶
然
根
付
い
た
考
え
や
感
情
の
表

出
に
す
ぎ
ず
、
そ
れ
自
体
に
は
真
偽
や
正
し
さ
は
問
え
な
い
と
す
る
立
場
で
あ

る
（D

,
p
p
.
2
3

）。
こ
う
し
た
立
場
に
は
、
エ
イ
ヤ
ー
や
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
ソ
ン

ら
の
情
動
主
義
や
、
ヒ
ュ
ー
ム
や
デ
ュ
ル
ケ
ム
学
派
な
ど
の
倫
理
学
を
「
道
徳

の
社
会
学
・
人
類
学
」（
任
意
の
個
人
や
集
団
が
あ
る
道
徳
的
信
念
を
持
つ
社
会

学
的
・
人
類
学
的
な
原
因
の
実
証
研
究
）
へ
と
還
元
す
る
立
場
が
含
ま
れ
る
（D

,

p
p
.
3
-4
 
n
o
te
 
2 ；

整
理
は
堀(2

0
0
7
),
p
p
.
3
5
-4
0

を
参
考
に
し
た
。
ま
た
、

ヒ
ュ
ー
ム
が
両
方
の
説
へ
と
登
場
し
て
い
る
が
、
当
時
の
ロ
ー
ル
ズ
は
ヒ
ュ
ー

ム
の
扱
い
に
迷
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
）。

ロ
ー
ル
ズ
に
よ
れ
ば
、
両
者
の
見
解
は
と
も
に
、
道
徳
命
題
が
理
性
的
な
探

求
・
議
論
の
対
象
で
あ
る
こ
と
、
し
た
が
っ
て
客
観
的
な
倫
理
的
知
識
の
可
能

性
を
否
定
す
る
も
の
と
さ
れ
る
。
一
九
四
〇
・
五
〇
年
代
の
ロ
ー
ル
ズ
は
こ
う

し
た
倫
理
学
の
危
機
・「
行
き
詰
ま
り
」（
堀(2

0
0
7
),
p
.
2
5

）
を
前
に
、
何
と

か
権
威
主
義
（
基
礎
づ
け
主
義
的
認
知
説
と
し
て
の
自
然
主
義
、
直
観
主
義
）

に
も
非
認
知
主
義
（
情
緒
主
義
）
に
も
陥
ら
ず
し
て
、
道
徳
判
断
や
道
徳
原
理

が
理
性
的
な
議
論
・
探
求
の
対
象
で
あ
る
と
擁
護
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
、
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「
議
論
の
理
論
」
へ
と
至
っ
た
。
こ
れ
は
「
十
分
な
理
由
ア
プ
ロ
ー
チ
」
を
説
く

S
・
ト
ゥ
ー
ル
ミ
ン
（T

o
u
lm
in
(1
9
5
0
)

）、「
理
想
的
観
察
者
」
理
論
を
説
く

R
・
フ
ァ
ー
ス
（F

irth
(1
9
5
2
)

）、
そ
し
て
「
討
議
倫
理
学
」
を
説
く
ド
イ
ツ

の
J
・
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
（H

a
b
erm
a
s
(1
9
8
3
)

）
と
軌
を
一
に
す
る
動
き
で
あ

る
７

。ロ
ー
ル
ズ
は
こ
こ
で
科
学
と
の
類
比
に
訴
え
る
。
た
し
か
に
わ
れ
わ
れ
の
道

徳
的
意
見
は
伝
統
や
文
化
、
社
会
状
況
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
の
影
響
を
強
く

受
け
る
し
、
道
徳
的
意
見
を
称
す
る
も
の
が
単
な
る
不
合
理
な
感
情
の
表
出
や

プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
に
過
ぎ
な
い
こ
と
も
あ
る
。
だ
が
そ
れ
は
科
学
に
お
い
て
も
同

じ
は
ず
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
の
科
学
上
の
観
察
も
ま
た
、
同
様
の
さ
ま
ざ
ま
な

要
因
の
影
響
を
受
け
る
し
、
明
ら
か
に
誤
っ
た
科
学
理
論
が
不
合
理
な
権
威
に

よ
り
正
当
化
さ
れ
た
例
も
あ
っ
た
（D

,
p
.
1
4

）。
だ
が
、
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
明

白
な
事
実
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
理
性
的
な
科
学
的
探
求
の
存
在
可
能
性
、
し
た

が
っ
て
科
学
的
知
識
の
存
在
可
能
性
は
揺
る
が
な
い
と
考
え
る
（D

,
p
.
1
3

）。

ロ
ー
ル
ズ
に
よ
れ
ば
、
そ
の
理
由
は
「
科
学
的
手
続
き
や
証
拠
規
準
（
帰
納
論

理
）
の
発
展
に
よ
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
信
念
を
選
択
す
る
理

性
的
な
方
法
を
得
た
」
こ
と
に
あ
る
と
い
う
（D

,
p
.
1
4

）。
そ
こ
で
、
ロ
ー
ル

ズ
は
こ
の
科
学
に
お
け
る
理
性
的
方
法
に
倣
っ
て
、
倫
理
学
へ
の
懐
疑
的
風
潮

に
対
す
る
ひ
と
つ
の
反
例
と
し
て
、
倫
理
学
の
理
性
的
な
探
求
方
法
、
お
よ
び

倫
理
的
知
識
の
基
盤
｜

す
な
わ
ち
、
道
徳
命
題
の
真
偽
を
決
め
る
「
決
定
手

続
き
の
概
要
」
｜

の
素
描
を
試
み
る
。

３
｜
２

「
概
要
」
論
文
と
博
士
論
文
の
共
通
点
⑵

反
基
礎
づ
け
主
義

第
二
の
共
通
点
は
、
そ
の
反
基
礎
づ
け
主
義
で
あ
る
。「
概
要
」論
文
の
ロ
ー

ル
ズ
は
、
倫
理
学
に
お
け
る
決
定
手
続
き
は
帰
納
的
手
法
に
似
た
も
の
で
あ
る

と
断
り
を
入
れ
た
あ
と
、
す
ぐ
に
彼
が
考
え
る
決
定
手
続
き
と
し
て
、
そ
の
道

徳
命
題
が
「
有
能
な
判
断
者
の
熟
考
さ
れ
た
判
断
」
の
集
合
全
体
と
整
合
・
調

和
す
る
か
否
か
と
い
う
反
基
礎
づ
け
主
義
的
手
続
き
の
提
示
に
取
り
掛
か
る

（R
a
w
ls
(1
9
5
1
a
),
p
.
2

）。
し
か
し
、「
概
要
」を
読
ん
だ
だ
け
で
は
、
な
ぜ
ロ
ー

ル
ズ
が
こ
の
の
ち
に
反
照
的
均
衡
と
名
付
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
反
基
礎
づ
け

主
義
的
決
定
手
続
き
に
至
っ
た
の
か
、
そ
し
て
こ
の
手
続
き
が
ど
う
い
う
点
で

帰
納
的
手
法
に
似
て
い
る
の
か
わ
か
り
に
く
い
。
こ
こ
で
も
、
彼
の
博
士
論
文

に
よ
っ
て
議
論
を
補
足
す
る
こ
と
が
役
に
立
つ
。

博
士
論
文
の
ロ
ー
ル
ズ
も
倫
理
学
的
探
求
は
敢
え
て
い
え
ば
帰
納
的
手
法
に

最
も
似
た
知
識
成
立
基
準
を
採
用
す
る
と
述
べ
る
（D

,
p
.
3
4
3

）。
た
だ
し
そ
れ

は
、
自
然
法
則
の
真
理
性
の
基
盤
を
観
察
と
の
対
応
に
求
め
る
自
然
科
学
に
お

け
る
知
識
の
成
立
・
正
当
化
基
準
を
倫
理
学
へ
と
そ
の
ま
ま
転
用
す
る
も
の
で

は
な
い
。
経
験
科
学
に
お
け
る
基
準
を
倫
理
学
に
適
用
す
べ
き
だ
と
す
る
独
断

が
、
一
方
で
は
自
然
主
義
や
合
理
的
直
覚
主
義
と
い
っ
た
基
礎
づ
け
主
義
的
認

知
主
義
的
見
解
（
権
威
主
義
的
見
解
）
を
、
他
方
で
は
非
認
知
主
義
的
見
解
（
実

証
主
義
的
見
解
）
を
支
え
て
き
た
か
ら
で
あ
る
（D

,
p
p
.
3
4
0
3
4
1
;
see a

lso
 

R
a
w
ls
(1
9
5
1
a
),
p
.
1
8
1
9
(

訳p
p
.
2
8
7
2
8
8
)

）。
数
学
や
論
理
学
に
お
け
る

演
繹
的
な
知
識
成
立
基
準
を
経
験
科
学
に
転
用
す
る
の
が
不
適
切
で
あ
る
よ
う

に
（
実
際
ロ
ー
ル
ズ
は
、
ヒ
ュ
ー
ム
を
演・
繹・
的・
な・
知・
識・
成・
立・
基・
準・
に・
固・
執・
し・
た・

が・
ゆ・
え・
に・
経
験
的「
知
識
」な
ど
存
在
し
得
な
い
と
早
合
点
し
懐
疑
へ
と
向
か
っ
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た
と
批
判
し
て
い
る
（D

,
p
.
3
3
7

））、
経
験
科
学
に
お
け
る
帰
納
的
な
知
識
成

立
基
準
を
倫
理
学
に
転
用
す
る
こ
と
も
ま
た
不
適
切
で
あ
る
（D

,
p
.
3
4
2

）。
あ

る
分
野
の
「
知
識
」
の
妥
当
性
を
疑
う
前
に
、
わ
れ
わ
れ
は
ま
ず
、
そ
の
分
野

の
知
識
成
立
基
準
、
言
い
か
え
れ
ば
そ
の
分
野
に
お
け
る
命
題
の
真
偽
や
正
し

さ
に
関
す
る
「
決
定
手
続
き
」
が
ど
ん
な
も
の
で
あ
る
べ
き
か
を
冷
静
に
吟
味

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ロ
ー
ル
ズ
に
よ
れ
ば
、
伝
統
的
に
、
倫
理
学
的
探
求
は
人
々
の
行
為
選
択
を

評
価
し
導
き
を
与
え
る
「
合
理
的
な
意
思
決
定
の
規
範
」（D

,
p
.
8
6

）
の
研
究

と
理
解
さ
れ
て
き
た
。
で
は
、
理
に
か
な
う
決
定
規
範
に
求
め
ら
れ
る
性
質
と

は
何
か
。
ロ
ー
ル
ズ
は
そ
れ
を
、
彼
が
現
在
有
力
な
二
大
規
範
倫
理
学
理
論
と

考
え
る
功
利
主
義
と
（
多
元
的
）
直
観
主
義
８

に
向
け
ら
れ
る
批
判
を
吟
味
す
る

こ
と
で
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
（D

,
p
.
1
8

）。
な
ぜ
な
ら
、
人
は
あ
る
理
論

が
ま
さ
に
理
論
と
し
て
備
え
る
べ
き
望
ま
し
い
特
徴
を
欠
い
て
い
る
と
考
え
る

か
ら
こ
そ
、
そ
れ
を
批
判
す
る
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
功
利
主
義
と（
多

元
的
）
直
観
主
義
９

を
自
説
の
ラ
イ
バ
ル
と
み
な
す
と
い
う
『
正
義
論
』
の
ロ
ー

ル
ズ
の
構
図
が
、
同
書
に
遡
る
こ
と
二
十
年
以
上
前
の
こ
の
博
士
論
文
に
す
で

に
登
場
し
て
い
た
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。
そ
し
て
こ
の
博
士
論
文
の
ロ
ー
ル

ズ
が
こ
の
二
つ
の
規
範
倫
理
学
理
論
の
欠
点
と
し
て
挙
げ
る
も
の
も
、『
正
義

論
』
に
お
け
る
そ
れ
と
同
じ
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
一
方
の
功
利
主
義
は
一
元
的

な
決
定
規
範
を
与
え
る
が
、
そ
れ
は
し
ば
し
ば
わ
れ
わ
れ
の
常
識
的
な
道
徳
判

断
と
衝
突
す
る
指
針
を
与
え
て
し
ま
う
（D

,
p
p
.
1
8 -
2
4
;
see a

lso T
J 2
2 -
3
3 /

1
9 -
3
0 rev

.
a
n
d elsew

h
ere
(

訳p
p
.
3
1
4
8
)

）。
他
方
の
（
多
元
的
）
直
観
主

義
は
、
通
常
常
識
と
は
よ
く
調
和
す
る
が
、
同
時
に
二
つ
以
上
の
互
い
に
衝
突

す
る
指
針
や
道
徳
的
義
務
が
直
観
さ
れ
た
場
合
に
行
為
の
導
き
と
し
て
の
機
能

を
失
っ
て
し
ま
う
（D

,
p
p
.
2
4 -
2
9
;
see a

lso T
J 3
4 -
4
5 /
3
0 -
4
0 rev

.
(

訳p
p
.

4
8
6
4
)

）。

両
見
解
に
対
す
る
批
判
が
妥
当
で
あ
る
か
ど
う
か
は
こ
こ
で
は
問
題
で
は
な

い
。
重
要
な
の
は
、
そ
れ
ら
の
批
判
が
わ
れ
わ
れ
が
規
範
倫
理
学
理
論
お
よ
び

そ
れ
が
提
示
す
る
決
定
規
範
に
少
な
く
と
も
「
常
識
的
な
道
徳
的
考
え
の
う
ち

に
内
在
し
、
そ
れ
ら
と
調
和
す
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
こ
と
」「
難
し
い
道
徳
問

題
に
解
決
を
与
え
る
こ
と
」
そ
し
て
「
正
当
化
可
能
で
あ
る
こ
と
」
と
い
う
三

つ
の
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
（D

,

p
p
.
2
8
2
9

）。

こ
こ
か
ら
、
ロ
ー
ル
ズ
は
倫
理
学
的
探
求
は
次
の
二
つ
の
作
業
を
も
っ
て
進

め
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
主
張
す
る
（D

,
p
.
2
9
;
see a

lso R
a
w
ls
(1
9
5
1
a
),
p
.

7
(

訳p
.
2
6
6
)

）。

１

わ
れ
わ
れ
の
常
識
的
な
道
徳
判
断
の
解
明
（ex

p
lica
tio
n

）（＝

わ
れ

わ
れ
の
常
識
的
な
道
徳
判
断
の
背
後
に
あ
る
道
徳
原
理
の
発
見
（
あ

る
い
は
構
成
））

２

１
で
発
見
（
構
成
）
さ
れ
た
解
明
原
理
の
正
当
化
（ju

stifica
tio
n

）

ま
ず
、
第
一
の
作
業
で
あ
る
「
わ
れ
わ
れ
の
常
識
的
な
道
徳
判
断
の
解
明
」

で
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
仮
に
そ
れ
ら
が
わ
れ
わ
れ
の
道
徳
的
推
論
の
背
後
に
あ

る
と
想
定
す
る
な
ら
、
わ
れ
わ
れ
が
ま
さ
に
そ
う
し
た
道
徳
判
断
を
下
す
こ
と

に
つ
い
て
最
も
整
合
的
な
説
明
が
つ
く
よ
う
な
道
徳
原
理
（
解
明
原
理
）
の
集
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合
を
発
見
す
る
企
て
の
こ
と
で
あ
る
（
つ
ま
り
、
わ
れ
わ
れ
が
道
徳
的
推
論
に

際
し
て
実
際
に
意
識
的
に
従
っ
て
い
る
道
徳
原
理
の
集
合
の
発
見
で
は
な
い
）

（R
a
w
ls
(1
9
5
1
a
),
p
.
7
(

訳p
.
2
6
6
);
D
,
p
p
.
7
3
,
7
7

）。
こ
の
こ
と
か
ら
、『
正

義
論
』
に
お
い
て
は
道
徳
理
論
を
「
わ
れ
わ
れ
の
道
徳
的
能
力
、
よ
り
具
体
的

に
言
え
ば
わ
れ
わ
れ
の
正
義
の
感
覚
を
律
し
て
い
る
諸
原
理
を
詳
説
し
よ
う
と

す
る
…
ひ
と
つ
の
道
徳
感
情
論
」
と
述
べ
て
い
る
（T

J
 
5
1 /
4
4
 
rev
.
(

訳p
.

7
0
)

）。
た
だ
し
、
ロ
ー
ル
ズ
の
い
う
「
わ
れ
わ
れ
の
常
識
的
な
道
徳
判
断
」
は
「
実

際
に
現
実
に
お
い
て
わ
れ
わ
れ
が
表
明
す
る
判
断
」
そ
の
も
の
で
は
な
い
。
現

実
の
わ
れ
わ
れ
の
道
徳
判
断
は
集
団
さ
ら
に
は
個
人
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
で
あ

る
。
そ
の
中
で
一
部
の
人
々
の
現
実
の
道
徳
判
断
に
準
拠
す
る
こ
と
は
、
単
な

る
集
団
／
階
級
道
徳
の
擁
護
と
対
立
意
見
の
不
合
理
な
排
除
に
結
び
つ
き
か
ね

な
い
。
要
す
る
に
、
そ
れ
は
倫
理
学
的
探
求
に
お
い
て
、
科
学
的
探
求
で
い
う

と
こ
ろ
の
観
察
に
比
肩
す
る
ほ
ど
の
信
頼
に
足
る
デ
ー
タ
だ
と
は
い
え
な
い
。

そ
こ
で
ロ
ー
ル
ズ
は
法
学
に
お
け
る
「
一
般
人
（rea

so
n
a
b
le m
en

）」
と
い
う

観
念
に
着
目
す
る
。
こ
れ
は
裁
判
に
お
い
て
、
問
題
の
状
況
で
の
被
告
の
行
動

の
適
正
さ
を
測
る
基
準
と
し
て
裁
判
官
が
想
定
す
る
理
想
上
の
人
物
の
こ
と
で

あ
り
、
日
常
生
活
を
送
る
上
で
不
可
欠
な
判
断
能
力
や
運
動
能
力
、
知
性
や
知

識
、
性
格
な
ど
を
平
均
程
度
に
有
す
る
も
の
と
さ
れ
る
。
裁
判
官
は
こ
う
し
た

「
一
般
人
」
と
い
う
標
準
に
訴
え
、「
同
じ
状
況
に
お
い
て
、
一
般
人
な
ら
ど
う

す
る
だ
ろ
う
か
？
」
と
問
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
被
告
の
行
為
が
過
失
か
否
か
を

判
断
す
る
（D

,
p
.
3
9

）。

ロ
ー
ル
ズ
は
、
こ
れ
と
同
様
の
倫
理
学
に
お
け
る
「
一
般
人
／
理
に
か
な
う

人
の
合
理
的
判
断
（ra

tio
n
a
l ju
d
g
m
en
ts o
f a rea

so
n
a
b
le m
a
n

）」（
博
士
論

文
）、「
有
能
な
道
徳
判
断
者
の
熟
考
さ
れ
た
判
断（co

n
sid
ered ju

d
g
m
en
ts o
f

 
a co
m
p
eten
t m
o
ra
l ju
d
g
e

）」（「
概
要
」
論
文
）
と
い
う
観
念
に
訴
え
る
標
準

を
規
定
す
る
こ
と
を
試
み
る
（D

,
p
p
.
3
0
6
8
;
R
a
w
ls
(1
9
5
1
a
),
p
p
.
2
7
(

訳

p
p
.
2
5
9
2
6
6
)

）。
こ
の
理
想
上
の
人
物
は
、
道
徳
判
断
を
下
す
の
に
必
要
不
可

欠
な
能
力
や
性
格
を
平
均
程
度
に
有
す
る
人
と
さ
れ
る
。
反
省
と
熟
慮
の
中
で

「
理
に
か
な
う
人
（
あ
る
い
は
有
能
な
道
徳
判
断
者
）
な
ら
ど
う
判
断
す
る
だ
ろ

う
か
？
」
と
問
う
こ
と
を
通
じ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
倫
理
学
的
探
求
に
お
い
て
信

頼
に
足
る
デ
ー
タ
で
あ
る
道
徳
判
断
を
集
め
る
こ
と
が
で
き
る
（D

,
p
p
.
3
9

4
0

）。
こ
れ
こ
そ
が
倫
理
学
的
探
求
に
お
け
る
被
解
明
項「
わ
れ
わ
れ
の
常
識
的

な
道
徳
判
断
」
と
さ
れ
る
。

こ
こ
に
お
い
て
、
ロ
ー
ル
ズ
が
倫
理
学
的
探
求
が
帰
納
に
「
似
た
」
知
識
成

立
基
準
を
採
用
す
る
と
述
べ
る
そ
の
真
意
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。ま
ず
、

科
学
が
個
々
の
観
察
（
被
解
明
項
）
の
全
体
を
最
も
整
合
的
に
説
明
す
る
自
然

法
則
（
解
明
項
）
の
集
合
の
発
見
・
構
成
を
主
題
と
す
る
よ
う
に
、
倫
理
学
は

わ
れ
わ
れ
の
常
識
的
な
道
徳
判
断
（
被
解
明
項
）
の
全
体
を
最
も
整
合
的
に
説

明
す
る
道
徳
規
則
・
原
理
の
集
合
の
発
見
・
構
成
を
主
題
と
す
る
。
こ
の
点
で

倫
理
学
的
探
求
の
採
用
す
る
知
識
成
立
基
準
は
帰
納
に
似
て
い
る
。
し
か
し
、

科
学
と
異
な
り
、
倫
理
学
に
お
け
る
被
解
明
項
は
現
実
の
世
界
に
お
い
て
観
察

さ
れ
る
わ
れ
わ
れ
の
道
徳
判
断
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
わ
れ
わ
れ
の
熟
慮
の
内

側
に
の
み
現
れ
る
理
想
的
な
「
理
に
か
な
う
人
々
の
合
理
的
判
断
」
あ
る
い
は

「
有
能
な
判
断
者
の
熟
考
さ
れ
た
判
断
」で
あ
る
。
こ
の
点
で
、
倫
理
学
の
採
用

す
る
基
準
は
厳
密
に
は
科
学
に
お
け
る
帰
納
と
は
異
な
る
。
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ま
た
、
科
学
は
自
然
法
則
と
い
う
事
実
の
発
見
を
目
的
と
す
る
ゆ
え
、
一
部

の
被
解
明
項
（
観
察
）
と
解
明
項
（
自
然
法
則
の
仮
説
）
が
衝
突
す
る
場
合
後

者
を
修
正
し
て
整
合
が
図
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
対
照
的
に
、
倫
理
学
は
わ

れ
わ
れ
が
従
う
べ
き
行
為
規
範
と
し
て
の
道
徳
規
則
・
原
理
の
発
見
を
目
的
と

す
る
ゆ
え
、
一
部
の
被
解
明
項
（
常
識
的
道
徳
判
断
）
と
解
明
項
（
道
徳
規
則
・

原
理
の
仮
説
）
と
が
衝
突
す
る
場
合
、
わ
れ
わ
れ
が
十
分
な
反
省
の
後
に
な
お

望
む
の
で
あ
れ
ば
、
後
者
に
合
わ
せ
て
前
者
を
修
正
す
る
こ
と
で
全
体
の
整
合

を
図
る
こ
と
も
十
分
に
認
め
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
倫
理
学
に
お
い
て
は
、
一
般

性
レ
ベ
ル
の
異
な
る
あ
ら
ゆ
る
道
徳
命
題
に
対
等
な
権
威
が
す
す
ん
で
認
め
ら

れ
て
い
る
（
の
ち
に
「
反
照
的
均
衡
」
と
呼
ば
れ
る
ア
イ
デ
ア
）。
こ
の
点
で
も
、

倫
理
学
的
探
求
の
採
用
す
る
基
準
は
厳
密
に
は
帰
納
と
は
異
な
る
。

次
に
第
二
の
作
業
で
あ
る
解
明
原
理
の「
正
当
化
」の
説
明
に
移
ろ
う
。
ロ
ー

ル
ズ
が
解
明
原
理
の
究
極
的
な
正
当
化
根
拠
と
み
な
す
も
の
は
博
士
論
文
の
段

階
か
ら
変
わ
ら
な
い
。
ひ
と
こ
と
で
い
え
ば
、
そ
れ
は
、
公
共
的
で
率
直
な
討

議
を
経
て
、
わ
れ
わ
れ
全
員
が
そ
れ
自
体
理
に
か
な
う
も
の
と
し
て
そ
の
解
明

原
理
を
自
発
的
に
受
容
し
う
る
と
い
う
条
件
へ
と
集
約
さ
れ
る
（R

a
w
ls

(1
9
5
1
a
),
p
p
.
1
0
1
2

）。
つ
ま
り
、
博
士
論
文
の
表
現
を
借
り
れ
ば
、
正
当
化
の

究
極
的
な
権
威
は
わ
れ
わ
れ
の
外
側
に
あ
っ
て
不
可
謬
と
想
定
さ
れ
る
権
威
で

は
な
く
、
わ
れ
わ
れ
が
共
有
す
る
「
正
に
関
す
る
自
由
な
集
合
的
感
覚
」
に
求

め
ら
れ
る
（D
,
p
.
2
7
2

）。
こ
れ
は
不
可
謬
の
も
の
と
は
想
定
さ
れ
ず
、
つ
ね
に

わ
れ
わ
れ
の
間
の
討
議
を
通
じ
て
修
正
さ
れ
る
可
能
性
に
開
か
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
の
ち
に
「
反
照
的
均
衡
」
と
呼
ば
れ
る
と
こ
ろ
の
ロ
ー
ル
ズ

の
反
基
礎
づ
け
主
義
的
倫
理
学
方
法
論
は
、
す
で
に
博
士
論
文
の
段
階
か
ら
完

成
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
わ
れ
わ
れ
は
ロ
ー
ル
ズ
の
博
士
論
文
を
読
む
こ
と
で
、

「
概
要
」論
文
で
は
ご
く
簡
潔
に
触
れ
ら
れ
る
に
過
ぎ
な
か
っ
た
、
ロ
ー
ル
ズ
が

こ
の
反
基
礎
づ
け
主
義
的
方
法
論
を
提
示
す
る
に
至
っ
た
倫
理
学
史
的
背
景
を

も
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
彼
の
功
利
主
義
批
判
の
メ
タ
倫
理
学
上
の
側

面
を
理
解
す
る
上
で
大
い
に
役
立
つ
収
穫
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

３
｜
３

「
概
要
」論
文
と
博
士
論
文
の
相
違
点
⑴

被
解
明
項
と
さ
れ
る
道

徳
判
断
の
種
類

し
か
し
、「
概
要
」論
文
と
博
士
論
文
の
間
に
は
実
質
的
な
相
違
も
あ
る
。
そ

れ
は
、
博
士
論
文
か
ら
「
概
要
」
論
文
へ
と
ロ
ー
ル
ズ
が
引
き
継
が
な
か
っ
た

点
で
あ
る
。
私
は
こ
れ
ら
の
相
違
の
う
ち
に
ロ
ー
ル
ズ
の
思
想
の
前
進
を
認
め

る
こ
と
が
で
き
る
と
主
張
し
た
い
。
こ
の
意
味
で
「
概
要
」
論
文
は
博
士
論
文

の
単
な
る
「
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
」
で
は
な
い
。

第
一
の
実
質
的
相
違
は
、
被
解
明
項
と
し
て
取
り
上
げ
る
道
徳
判
断
の
種
類

の
相
違
で
あ
る
。「
概
要
」お
よ
び
博
士
論
文
で
は
、
ロ
ー
ル
ズ
は
わ
れ
わ
れ
の

道
徳
判
断
は
大
き
く
分
け
て
以
下
の
三
種
類
の
も
の
を
主
題
と
す
る
と
述
べ
て

い
る
（D

,
p
p
.
1
0
3
1
0
5
;
R
a
w
ls
(1
9
5
1
a
),
p
.
1
3
(

訳p
.
2
7
7
)

）

⑴
道
徳
的
に
よ
い
性
格

⑵
正
し
い
行
為
、
正
義
に
か
な
う
行
為：

わ
れ
わ
れ
の
行
為
が
影
響
を
与

え
る
見
込
み
の
あ
る
重
要
な
権
利
・
利
益
の
す
べ
て
を
比
較
衡
量
し
、

す
べ
て
の
関
係
者
に
と
っ
て
公
平
で
公
正
に
思
わ
れ
る
行
為
を
発
見
す

る
こ
と
を
含
む
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⑶
目
的
と
す
べ
き
よ
い
対
象
や
よ
い
活
動：

ど
の
事
物
が
そ
れ
自
体
で
よ

い
か
、
合
理
的
な
人
々
に
よ
る
追
求
に
値
す
る
か
否
か
10

博
士
論
文
に
お
い
て
も
「
概
要
」
に
お
い
て
も
、
そ
の
目
的
は
あ
く
ま
で
も
、

懐
疑
的
風
潮
に
抗
し
て
、
理
性
的
な
（
規
範
）
倫
理
学
的
探
求
の
可・
能・
性・
を・
示・

す・
こ
と
に
あ
る
の
で
、
ロ
ー
ル
ズ
は
三
種
類
あ
る
道
徳
判
断
の
い
ず
れ
か
を
用

い
て
理
性
的
な
（
規
範
）
倫
理
学
的
探
求
の
実
例
を
素
描
で
き
れ
ば
十
分
に
そ

の
目
的
は
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
。
だ
が
、
博
士
論
文
と「
概
要
」論
文
の
各
々

に
お
い
て
ロ
ー
ル
ズ
が
被
解
明
項
と
し
て
取
り
上
げ
る
道
徳
判
断
の
種
類
は
異

な
っ
て
お
り
、
博
士
論
文
で
は
、
ロ
ー
ル
ズ
は
そ
の
副
題
が
示
す
通
り
第
一
の

種
類
の
「
道
徳
的
に
よ
い
性
格
に
関
す
る
道
徳
判
断
」
を
、
一
方
「
概
要
」
論

文
で
は
第
二
の
種
類
の
「
正
し
い
行
為
、
正
義
に
か
な
う
行
為
に
関
す
る
道
徳

判
断
」
を
取
り
上
げ
て
、
理
性
的
な
規
範
倫
理
学
的
探
求
の
実
例
の
素
描
を
試

み
る
。

３
｜
４

「
概
要
」
論
文
と
博
士
論
文
の
相
違
点
⑵

解
明
原
理

ま
た
、
取
り
上
げ
る
道
徳
判
断
の
種
類
が
異
な
る
以
上
、
各
々
の
論
文
に
お

い
て
ロ
ー
ル
ズ
が
そ
れ
ら
の
解
明
原
理
と
し
て
提
示
す
る
（
暫
定
的
な
）
道
徳

原
理
も
ま
た
異
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
が
第
二
の
相
違
で
あ
る
。「
概
要
」論
文
の

ロ
ー
ル
ズ
は
こ
の
解
明
原
理
を
「
正
義
の
諸
原
理
」
と
呼
ぶ
が
、
そ
れ
ら
は
の

ち
の
「
正
義
の
二
原
理
」
に
比
べ
れ
ば
か
な
り
粗
い
も
の
で
あ
る
（
そ
も
そ
も
、

「
概
要
」論
文
で
問
わ
れ
て
い
る
の
は
個
人
の
行
為
の
正
義
で
あ
っ
て
、
正
義
の

二
原
理
が
主
題
と
す
る
社
会
正
義
で
は
な
い
）。

博
士
論
文

・
被
解
明
項：

⑴
行
為
者
の
性
格
の
道
徳
的
価
値
に
関
す
る
わ
れ
わ
れ
の
常
識

的
道
徳
判
断

・
解
明
項
（
解
明
原
理
）：

C
⑴
｜
C
⑹

C
⑴

あ
る
行
為
は
、
そ
れ
が
遂
行
さ
れ
た
状
況
に
お
い
て
そ
れ
以
外
の

ど
ん
な
行
為
も
で
き
な
か
っ
た
の
な
ら
ば
、
当
人
の
性
格
の
道
徳
的

価
値
を
示
す
も
の
と
は
み
な
さ
れ
な
い
（D

,
p
.
1
1
0

）

C
⑵

単
に
悪
い
行
為
を
企
む
だ
け
で
実
行
し
な
い
人
の
性
格
は
、
同
じ

悪
い
行
為
を
企
み
か
つ
実
行
す
る
人
の
性
格
ほ
ど
悪
い
と
は
判
断
さ

れ
な
い
（D

,
p
.
1
2
0

）。
ま
た
、
前
者
の
人
の
性
格
の
良
し
悪
し
は
、

行
為
の
実
行
を
妨
げ
た
性
向
の
性
質
に
し
た
が
っ
て
判
断
さ
れ
る

（D
,
p
.
1
2
2

）

C
⑶

単
に
正
し
い
行
為
を
企
む
だ
け
で
実
行
し
な
い
人
の
性
格
は
、
同

じ
正
し
い
行
為
を
企
み
か
つ
実
行
す
る
人
の
性
格
ほ
ど
よ
い
と
は
判

断
さ
れ
な
い
（D

,
p
.
1
3
1

）。
ま
た
、
前
者
の
人
の
性
格
の
良
し
悪
し

は
、
行
為
の
実
行
を
妨
げ
た
性
向
の
性
質
に
し
た
が
っ
て
判
断
さ
れ

る
（D

,
p
p
.
1
3
6
7

）

C
⑷

義
務
の
感
覚
や
義
務
の
知
識
か
ら
正
し
い
行
為
を
行
う
人
、
あ
る

い
は
、
相
手
に
対
す
る
直
接
の
善
意
か
ら
正
し
い
行
為
を
行
う
人
の

道
徳
的
価
値
は
、
そ
れ
以
外
の
動
機
か
ら
正
し
い
行
為
を
行
う
行
為

者
の
道
徳
的
価
値
よ
り
も
高
い
と
さ
れ
る
（D

,
p
.
1
4
0

）

C
⑸

ま
さ
に
そ
れ
が
不
正
だ
と
考
え
る
が
ゆ
え
に
不
正
な
行
為
を
行
う

人
、
あ
る
い
は
、
相
手
に
対
す
る
直
接
の
悪
意
か
ら
不
正
な
行
為
を
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行
う
人
の
道
徳
的
価
値
は
、
そ
れ
以
外
の
動
機
か
ら
同
じ
行
為
を
す

る
人
の
道
徳
的
価
値
よ
り
も
低
い
と
さ
れ
る
（D

,
p
.
1
7
2

）

C
⑹

行
為
が
行
為
者
の
道
徳
的
価
値
を
示
す
も
の
で
あ
る
た
め
に
は
、

そ
の
行
為
者
は
、
規
則
を
理
解
す
る
能
力
、
意
図
を
形
成
す
る
能
力
、

理
知
的
に
意
図
を
実
現
す
る
能
力
を
持
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

（D
,
p
.
1
7
5

）

「
概
要
」
論
文

被
解
明
項：

行
為
の
正
し
さ
・
正
義
に
関
す
る
わ
れ
わ
れ
の
常
識
的
道
徳
判

断解
明
項
（
解
明
原
理
）：

正
義
の
諸
原
理
（
i
）｜

vii
）（R

a
w
ls
(1
9
5
1
a
),
p
.

1
4
(

訳p
p
.
2
7
9
2
8
3
)

））

（
i
）

公
平：

ど
ん
な
要
求
（cla

im

）
も
同
一
の
諸
原
理
に
よ
っ
て
評
価

す
べ
し

（
ii
）

要
求
を
否
定
す
る
理
由
に
課
さ
れ
る
条
件
⑴

（
a
）

ど
ん
な
要
求
も
と
り
あ
え
ず
は
充
足
に
値
す
る
と
み
な
す
べ
し

（
b
）

ど
ん
な
要
求
の
充
足
の
可
能
性
も
理
由
な
く
否
定
し
て
は
な
ら

な
い

（
c
）

あ
る
要
求
の
充
足
の
可
能
性
の
否
定
・
制
限
を
正
当
化
す
る
唯

一
の
受
容
可
能
な
理
由
は
、
そ
れ
を
充
足
す
れ
ば
別
の
要
求
の

充
足
が
妨
げ
ら
れ
る
と
無
理
な
く
予
見
し
う
る
か
ら
と
い
う
も

の
で
あ
る
べ
し

（
iii
）

あ
る
要
求
を
否
定
す
る
理
由
に
課
さ
れ
る
条
件
⑵

（
a
）

あ
る
要
求
を
充
足
す
れ
ば
直
接
的
か
つ
実
質
的
に
別
の
要
求
の

充
足
が
妨
げ
ら
れ
る
と
無
理
な
く
予
見
さ
れ
な
い
な
ら
ば
、
当

の
要
求
を
否
定
・
制
限
し
て
は
な
ら
な
い

（
b
）

理
に
か
な
う
予
見
は
、
帰
納
と
証
拠
に
裏
付
け
ら
れ
た
信
念
に

も
と
づ
く
も
の
で
あ
る
べ
し

（
c
）

要
求
の
価
値
が
大
き
く
な
る
ほ
ど
、
そ
れ
が
別
の
利
益
の
充
足

を
妨
げ
る
こ
と
（
あ
る
い
は
そ
う
予
見
さ
れ
る
こ
と
）
を
許
容

す
る
範
囲
は
大
き
く
な
る
。
逆
も
ま
た
然
り

（
iv
）

で
き
る
だ
け
多
く
の
要
求
を
充
足
す
べ
し

（
a
）

ほ
か
の
諸
原
理
と
矛
盾
し
な
い
限
り
で
、
で
き
る
だ
け
多
く
の

要
求
を
充
足
す
る
べ
し

（
b
）

一
部
の
利
益
を
他
の
利
益
の
た
め
に
制
限
す
る
前
に
、
ま
ず
は

両
方
の
利
益
を
確
保
す
る
方
法
を
探
し
、
採
用
す
べ
し

（
v
）

利
益
を
充
た
す
手
段
に
課
さ
れ
る
条
件

（
a
）

利
益
を
充
た
そ
う
と
あ
る
手
段
が
用
い
ら
れ
る
場
合
、
そ
の
手

段
が
本
当
に
当
の
利
益
を
充
た
す
よ
う
な
も
の
で
あ
る
こ
と
が

無
理
な
く
論
証
可
能
で
あ
る
べ
し

（
b
）

あ
る
利
益
を
確
保
す
る
た
め
に
そ
れ
を
採
用
す
る
と
別
の
利
害

に
影
響
を
与
え
る
よ
う
な
手
段
が
用
い
ら
れ
る
場
合
、
そ
の
手

段
を
用
い
て
よ
い
か
否
か
は
、
別
の
原
理
に
従
っ
て
影
響
を
受

け
る
す
べ
て
の
利
益
を
評
価
す
る
こ
と
で
決
定
す
べ
し

（
vi
）

要
求
の
順
位
づ
け
原
理
⑴

（
a
）

要
求
は
そ
の
強
さ
順
に
並
べ
ら
れ
る
べ
し
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（
b
）

要
求
の
強
さ
は
、
よ
い
も
の
の
分
配
や
よ
い
活
動
の
実
行
に
関

連
す
る
特
徴
を
ど
の
程
度
そ
の
要
求
す
る
人
が
備
え
て
い
る
か

に
比
例
し
て
決
ま
る

（
c)
よ
い
も
の
の
分
配
や
よ
い
活
動
の
実
行
に
関
連
す
る
諸
特
徴
と

は
、
一
定
の
条
件
下
に
お
い
て
当
の
よ
い
も
の
／
よ
い
活
動
に

よ
っ
て
充
た
さ
れ
う
る
よ
う
な
具
体
的
な
必
要
、
欲
求
、
嗜
好

の
こ
と
で
あ
る
（
た
と
え
ば
、
食
糧
の
分
配
に
関
し
て
は
、
そ

の
人
が
ど
れ
だ
け
食
糧
を
必
要
と
し
て
い
る
か
が
重
要
で
あ

る
）

（
vii)

要
求
の
順
位
づ
け
原
理
⑵

（
a)

強
さ
の
同
等
な
複
数
の
要
求
が
存
在
す
る
場
合
、
可
能
な
限
り

す
べ
て
の
要
求
を
平
等
に
充
足
す
べ
し

（
b)

同
様
の
場
合
に
、
す
べ
て
の
要
求
を
｜

少
な
く
と
も
あ
る
程

度
ま
で
｜

平
等
に
充
足
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
、
く
じ

引
き
な
ど
の
公
平
な
方
法
に
よ
っ
て
充
足
す
る
要
求
を
選
ぶ
べ

し

（
c
）

vi
）に
よ
り
強
さ
順
に
並
べ
ら
れ
た
要
求
に
つ
い
て
は
、
そ
の

順
位
に
従
っ
て
分
配
・
充
足
す
べ
し
。
そ
の
中
に
あ
る
同
等
の

強
さ
の
要
求
の
部
分
集
合
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
（
vii
）（
a
）

か
（
b
）
を
適
用
す
べ
し

３
｜
５

「
概
要
」
論
文
と
博
士
論
文
の
相
違
点
⑶

正
当
化
の
方
法

第
三
の
大
き
な
相
違
は
、解
明
原
理
の
正
当
化
方
法
の
種
類
で
あ
る
。「
概
要
」

論
文
に
お
い
て
は
、
解
明
原
理
は
、
公
共
的
で
率
直
な
討
議
を
経
て
、
わ
れ
わ

れ
全
員
が
そ
れ
を
理
に
か
な
う
も
の
と
し
て
受
容
す
る
か
否
か
の
一
点
に
お
い

て
正
当
化
さ
れ
る
と
し
て
い
た
（R

a
w
ls
(1
9
5
1
a
),
p
p
.
1
0
1
2

）。
博
士
論
文

に
お
い
て
も
究
極
的
な
正
当
化
根
拠
は
同
様
の
「
直
観
的
正
当
化
」
で
あ
る
の

だ
が
（D

,
p
.
2
3
0

）、
一
方
で
、
博
士
論
文
の
ロ
ー
ル
ズ
は
さ
ら
に
、「
形
式
的

正
当
化
」「
実
質
的
正
当
化
」と
い
う
直
観
的
正
当
化
に
先
行
す
る
二
種
の
正
当

化
方
法
を
挙
げ
て
い
る
。

形
式
的
正
当
化
と
は
、
あ
る
格
率
が
す
で
に
受
容
さ
れ
て
い
る
「
よ
り
高
次

の
」
格
率
（
な
い
し
規
則
・
原
理
）
の
一
例
で
あ
る
こ
と
を
示
す
こ
と
に
よ
っ

て
、
そ
の
格
率
を
正
当
化
す
る
こ
と
で
あ
る
（D

,
p
.
2
2
9
 
a
n
d
 
p
.
2
3
6

）。
こ

の
正
当
化
が
「
形
式
的
」
と
呼
ば
れ
る
の
は
、
そ
れ
が
正
当
化
に
お
い
て
規
則

と
格
率
、
そ
し
て
そ
れ
ら
が
適
用
さ
れ
る
状
況
の
記
述
が
含
む
以
上
の
経
験
的

知
識
を
ま
っ
た
く
用
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
あ
る
ひ
と
つ
の
壺
の

中
の
白
い
球
と
黒
い
球
の
比
率
か
ら
壺
の
集
合
全
体
の
白
い
球
と
黒
い
球
の
比

率
も
こ
れ
と
同
じ
だ
ろ
う
と
推
理
す
る
こ
と
を
、
こ
れ
は
わ
れ
わ
れ
が
す
で
に

受
容
し
て
い
る
よ
り
高
次
の
確
率
の
定
理
（
ベ
イ
ズ
定
理
）
の
一
例
だ
と
示
す

こ
と
で
正
当
化
す
る
の
が
こ
の
形
式
的
正
当
化
に
あ
た
る
。
一
方
、
目
下
の
道

徳
判
断
の
例
に
お
い
て
は
、
解
明
原
理
が
個
々
の
道
徳
判
断
に
対
し
て
提
供
す

る
の
が
こ
の
形
式
的
正
当
化
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
あ
る
行
為
者
が
極
度
の
空

腹
や
恐
怖
な
ど
の
強
力
な
抵
抗
し
が
た
い
情
念
に
促
さ
れ
て
行
為
に
及
ん
だ
場

合
、
そ
し
て
行
為
者
に
は
こ
の
情
念
の
発
生
を
予
防
す
る
手
立
て
も
そ
も
そ
も

な
か
っ
た
と
理
解
さ
れ
る
場
合
、
当
人
に
行
為
へ
の
責
任
を
負
わ
せ
る
べ
き
で

は
な
い
と
い
う
わ
れ
わ
れ
の
常
識
的
な
格
率
は
、
解
明
原
理
の
ひ
と
つ
C
⑹
の
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一
例
と
し
て
形
式
的
に
正
当
化
で
き
る
。

次
に
、
実
質
的
正
当
化
と
は
、
そ
の
格
率
を
目
下
の
事
例
に
お
い
て
採
用
す

る
こ
と
は
人
々
が
よ
い
と
考
え
る
事
態
や
目
的
を
多
く
の
場
合
に
実
現
す
る
傾

向
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
示
す
こ
と
に
よ
っ
て
格
率
を
正
当
化
す
る
こ
と
で
あ

る
（D

,
p
.
2
2
9

）。
こ
の
種
の
正
当
化
が
実
質
的
と
呼
ば
れ
る
の
は
、
そ
れ
が
任

意
の
手
段
が
そ
う
し
た
目
的
を
首
尾
よ
く
実
現
す
る
傾
向
が
あ
る
と
い
う
経
験

的
知
識
に
依
拠
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
先
ほ
ど
例
に
挙
げ
た
ベ
イ
ズ
定
理
を

受
け
入
れ
る
こ
と
そ
れ
自
体
は
、
た
と
え
ば
、
経
験
上
、
当
て
推
量
や
占
い
よ

り
も
ベ
イ
ズ
定
理
の
ほ
う
が
推
理
が
成
功
す
る
見
込
み
が
高
い
と
い
う
こ
と
を

示
す
こ
と
に
よ
っ
て
実
質
的
に
正
当
化
さ
れ
る
（D

,
p
p
.
2
3
2
2
3
3

）。

さ
て
、「
概
要
」論
文
と
博
士
論
文
の
第
三
の
相
違
は
、
こ
の
実
質
的
正
当
化

の
有
無
に
あ
る
。「
概
要
」
論
文
で
は
、
解
明
原
理
（
i
）｜

vii
）
は
直
接
、
わ

れ
わ
れ
の
自
発
的
受
容
と
い
う
直
観
的
正
当
化
に
訴
え
ら
れ
て
い
る
。
一
方
、

博
士
論
文
で
は
、
解
明
原
理
C
⑴
｜
C
⑹
は
、
直
接
に
直
観
的
正
当
化
に
訴
え

る
こ
と
に
よ
っ
て
正
当
化
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
直
観
的
正
当
化
の
対
象
と
さ

れ
る
「『
実
践
』
理
性
の
二
大
原
理
」
に
経
験
上
一
般
に
合
致
す
る
こ
と
が
示
さ

れ
る
、
あ
る
い
は
C
⑴
｜
C
⑹
が
指
示
す
る
行
為
が
こ
の
「
二
大
原
理
」
を
組

み
合
わ
せ
て
出
て
く
る
以
下
の
「
合
理
的
行
為
の
理
念
」
に
経
験
上
一
般
に
合

致
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
と
い
う
実
質
的
正
当
化
を
介
し
て
間
接
的
に
正
当
化

さ
れ
る
（
も
ち
ろ
ん
実
際
に
は
、
こ
の
プ
ロ
セ
ス
が
行
き
つ
戻
り
つ
、
相
互
の

調
整
を
図
り
つ
つ
全
体
の
整
合
を
目
指
し
て
進
め
ら
れ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も

な
い
）。

・「
実
践
」
理
性
の
二
大
原
理
（D

,
p
.
1
0
6

）

（
i
）

適
切
な
目
的
に
対
し
適
切
な
手
段
を
採
用
す
る
こ
と
は
理
に
か
な
う

（
ii
）

理
に
か
な
う
適
切
な
目
的
と
は
、
当
の
個
人
に
と
っ
て
包
括
的
に
満

足
の
行
く
も
の
で
あ
り
、
か
つ
彼
の
住
む
共
同
体
の
他
の
メ
ン
バ
ー

の
同
様
あ
る
い
は
別
の
活
動
と
包
括
的
に
調
和
す
る
よ
う
な
活
動
の

こ
と
で
あ
る

・
合
理
的
行
為
の
理
念
（D

,
p
.
2
4
8

）

合
理
的
行
為
と
は
、﹇（
ii
）﹈
包
括
的
な
目
的
﹇（
i
）﹈
を
達
成
す
る

た
め
の
適
切
な
手
段
と
示
さ
れ
う
る
行
為
の
こ
と
で
あ
る

し
か
し
博
士
論
文
の
ロ
ー
ル
ズ
に
よ
れ
ば
、
実
際
に
は
、「
第
二
原
理
は
そ
の

概
要
の
提
示
か
ら
示
さ
れ
る
よ
り
も
ず
っ
と
詳
細
な
扱
い
を
必
要
と
す
る
」

（D
,
p
.
1
0
8 n
o
te

）。
そ
こ
で
彼
は
、
第
二
の
「
実
質
的
正
当
化
」
の
段
階
に
お

い
て
、
と
り
あ
え
ず
は
ま
ず
う
ま
く
議
論
を
運
べ
そ
う
な
「
常
識
が
人
の
性
格

（
道
徳
的
価
値
）に
対
し
下
す
判
断
を
解
明
し
、
こ
れ
ら
の
判
断
が
第
一
の
原
理

を
用
い
る
こ
と
に
よ
り
正
当
化
さ
れ
る
こ
と
を
示
す
こ
と
」（D

,
p
.
1
0
8

）
へ
と

的
を
絞
る
。
こ
れ
が
成
功
す
れ
ば
、
少
な
く
と
も
、
う
ま
く
い
き
そ
う
な
理
性

的
な
（
規
範
）
倫
理
学
的
探
求
の
実
例
を
素
描
す
る
と
い
う
博
士
論
文
の
狙
い

を
達
成
す
る
こ
と
は
で
き
る
だ
ろ
う
。
よ
り
難
し
い
「
別
の
研
究
」
つ
ま
り
行

為
の
正
し
さ
・
正
義
に
関
す
る
考
察
へ
と
進
む
の
は
、
別
の
と
こ
ろ
で
実
績
を

上
げ
て
か
ら
で
も
遅
く
な
い
。

さ
て
、
C
⑴
｜
C
⑹
の
そ
れ
ぞ
れ
が
い
か
に
実
践
「
理
性
」
の
第
一
原
理
｜

何
ら
か
の
適
切
な
目
的
に
対
し
て
適
切
な
手
段
を
採
用
す
べ
し
｜

を
充
た
す
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か
に
つ
い
て
、
ロ
ー
ル
ズ
の
説
明
を
簡
単
に
見
て
お
こ
う
。
説
明
の
鍵
と
な
る

の
は
、
道
徳
判
断
の
命
令
・
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
の
効
果
で
あ
る
。
個
人
に

よ
る
も
の
で
あ
れ
、
共
同
体
に
よ
る
公
的
な
も
の
で
あ
れ
、「
あ
る
人
や
あ
る
ク

ラ
ス
の
人
々
の
性
格
に
関
し
て
道
徳
判
断
を
発
言
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
し
ば

し
ば
わ
れ
わ
れ
は
将
来
よ
り
よ
く
行
為
す
る
こ
と
を
強
く
奨
励
す
る
。
…
（
中

略
）
…
道
徳
規
則
を
教
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
言
語
に
よ
っ
て
表

現
さ
れ
た
理
解
可
能
な
指
示
を
用
い
て
統
制
を
行
う
。
さ
ら
に
わ
れ
わ
れ
は
、

行
為
者
の
道
徳
感
情
に
訴
え
る
こ
と
で
手
引
き
や
指
示
を
与
え
る
」（D
,
p
.

1
9
7

）。
つ
ま
り
、
行
為
者
の
道
徳
感
情
に
訴
え
て
相
手
を
正
し
い
行
為
へ
と
促

す
こ
と
が
、
道
徳
判
断
一
般
の
目
的
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
解
明
原
理
C
⑴
｜
C

⑹
に
一
致
す
る
道
徳
判
断
が
そ
の
命
令
的
効
果
を
通
じ
て
道
徳
判
断
一
般
の
目

的
を
実
現
す
る
適
切
な
手
段
と
し
て
う
ま
く
機
能
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
れ
ば
、

C
⑴
｜
C
⑹
は
実
践
「
理
性
」
の
第
一
原
理
に
よ
っ
て
実
質
的
に
正
当
化
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
。

C
⑴
は
ど
ん
な
行
為
が
、
ま
た
C
⑹
は
ど
ん
な
人
の
行
為
が
そ
も
そ
も
当
人

の
性
格
の
道
徳
的
価
値
を
示
す
も
の
と
言
え
な・
い・
か
に
関
す
る
諸
判
断
を
解
明

す
る
原
理
で
あ
る
11

。
倫
理
学
の
目
的
は
正
当
化
可
能
な
決
定
規
範
を
定
式
化

す
る
こ
と
に
あ
る
。
よ
っ
て
、
道
徳
原
理
は
行
為
者
が
自
身
の
意
思
決
定
の
結

果
と
し
て
な
し
う
る
こ
と
に
か
か
わ
る
。
こ
の
と
き
、
C
⑴
は
、「
性
格
に
関
す

る
道
徳
判
断
を
、
自
発
的
で
、
性
格
そ
の
も
の
を
源
泉
と
し
て
生
じ
る
行
為
の

み
に
限
る
と
い
う
慣
習
的
な
制
約
を
解
明
す
る
」
規
則
と
み
な
し
う
る
（D

,
p
.

1
1
9

）。
同
様
に
C
⑹
は
、
道
徳
判
断
は
意
思
決
定
を
な
す
能
力
、
す
な
わ
ち
推

論
・
熟
慮
・
選
択
能
力
を
持
つ
存
在
者
（
ロ
ー
ル
ズ
呼
ぶ
と
こ
ろ
の
「
人
格

（p
erso
n

）」）
に
対
し
て
の
み
下
さ
れ
、
一
方
こ
れ
ら
の
能
力
を
（
十
分
に
）
持

た
な
い
存
在
者
（
石
や
そ
の
他
の
魂
を
持
た
な
い
も
の
や
子
供
、
精
神
に
病
を

抱
え
る
人
々
。
ロ
ー
ル
ズ
呼
ぶ
と
こ
ろ
の
「
事
象
」）
に
対
し
て
は
下
さ
れ
な
い

と
い
う
慣
習
的
な
制
約
を
解
明
す
る
規
則
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。
人
格

の
み
が
道
徳
的
性
格
を
有
し
、
ま
た
人
格
が
な
す
行
為
だ
け
が
道
徳
的
正
不
正

を
問
わ
れ
う
る
。

さ
て
、
C
⑴
お
よ
び
C
⑹
が
実
践
理
性
の
第
一
原
理
に
合
致
す
る
こ
と
は
明

ら
か
で
あ
る
。
そ
れ
が
含
意
す
る
指
示
や
手
引
き
を
理
解
す
る
こ
と
の
で
き
な

い
存
在
者
、
あ
る
い
は
理
解
で
き
て
も
従
う
こ
と
の
で
き
な
い
存
在
者
に
対
し

て
道
徳
判
断
を
下
し
た
と
こ
ろ
で
、
彼
ら
を
正
し
い
行
為
へ
と
促
す
効
果
は
期

待
で
き
な
い
。
こ
の
と
き
、
C
⑴
お
よ
び
C
⑹
と
一
致
す
る
道
徳
判
断
を
下
す

こ
と
は
、「
道
徳
に
よ
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
及
ぶ
行
為
の
領
域
を
、
こ
う
し
た
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
が
実
効
的
で
あ
る
領
域
へ
と
、
す
な
わ
ち
合
理
的
行
為
者
た
ち
の

合
理
的
行
為
へ
と
限
定
す
る
」（D

,
p
.
2
0
2
;
see a

lso D
,
p
.
2
3
3

）
と
い
う
意

味
で
、
い
い
か
え
れ
ば
、
実
際
に
手
段
と
し
て
役
立
ち
そ
う
な
道
徳
判
断
を
絞

り
込
む
と
い
う
意
味
で
実
践
理
性
の
第
一
原
理
と
合
致
す
る
。

一
方
、
C
⑵
〜
C
⑸
は
、
行
為
者
の
性
格
の
道
徳
的
価
値
の
大
き
さ
は
そ
の

性
格
と
性
格
を
構
成
す
る
動
機
や
傾
向
性
が
正
し
い
行
為
へ
と
結
び
つ
く
見
込

み
の
大
き
さ
に
よ
っ
て
判
断
さ
れ
る
と
い
う
一
般
的
規
則
を
表
し
て
い
る
（D

,

p
.
2
0
3

）。
当
然
、
正
し
い
行
為
を
企
む
に
と
ど
め
る
性
格
よ
り
も
、
現
に
正
し

い
行
為
に
及
ぶ
性
格
の
ほ
う
が
善
を
生
む
見
込
み
が
高
く
、
悪
い
行
為
を
企
む

に
と
ど
め
る
性
格
よ
り
も
現
に
悪
い
行
為
に
及
ぶ
性
格
の
ほ
う
が
害
を
生
む
見

込
み
が
大
き
い
。
ま
た
、
行
為
を
企
む
に
と
ど
め
る
性
格
の
中
で
も
善
や
害
へ
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と
結
び
つ
く
見
込
み
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る（
C
⑵
〜
C
⑶
）。
さ
ら
に
、
ロ
ー
ル

ズ
に
よ
れ
ば
、
あ
る
傾
向
性
が
生
み
出
す
効
果
の
多
寡
は
状
況
に
応
じ
て
さ
ま

ざ
ま
だ
と
は
い
え
、
一
般
的
に
、
義
務
の
感
覚
と
他
人
の
善
の
増
進
・
保
障
へ

の
直
接
の
関
心
と
い
う
二
つ
の
動
機
か
ら
の
行
為
は
善
へ
と
結
び
つ
く
見
込
み

が
最
も
高
い
と
期
待
し
う
る
し（
C
⑷
）、
逆
に「
そ
れ
が
ま
さ
に
不
正
だ
か
ら
」

と
い
う
感
覚
、
あ
る
い
は
他
人
の
害
の
増
大
へ
の
直
接
の
関
心
を
動
機
と
す
る

行
為
は
、
実
際
に
害
へ
と
結
び
つ
く
見
込
み
が
最
も
高
い
と
期
待
さ
れ
る
（
C

⑸
）。さ

て
、
こ
れ
ら
の
解
明
原
理
と
一
致
す
る
よ
う
な
形
で
性
格
や
動
機
・
傾
向

性
を
評
価
す
る
（
道
徳
判
断
を
下
す
）
こ
と
が
「
実
践
」
理
性
の
第
一
原
理
と

調
和
す
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
正
し
い
行
為
を
な
す
見
込
み

の
高
い
タ
イ
プ
の
性
格
や
動
機
・
傾
向
性
を
よ
い
と
判
断
し
是
認
す
る
こ
と（
あ

る
い
は
不
正
な
行
為
を
な
す
見
込
み
の
高
い
タ
イ
プ
の
性
格
や
動
機
・
傾
向
性

を
悪
い
と
判
断
し
否
認
す
る
こ
と
）は
、道
徳
判
断
の
命
令
的
効
果
を
通
じ
人
々

の
う
ち
に
そ
う
し
た
よ
い
性
格
や
動
機
・
傾
向
性
を
育
む
（
あ
る
い
は
そ
う
し

た
悪
い
性
格
や
動
機
・
傾
向
性
を
抑
制
す
る
）
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
自
体
で

善
の
生
産
に
寄
与
す
る
手
段
と
な
り
う
る
か
ら
で
あ
る
（D

,
p
p
.
2
0
3
2
0
4

）。

以
上
、
解
明
原
理
C
⑴
｜
C
⑹
の
す
べ
て
が
「
実
践
」
理
性
の
第
一
原
理
と

調
和
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
ロ
ー
ル
ズ
に
よ
れ
ば
、
こ
の
第
一
原

理
は
わ
れ
わ
れ
全
員
が
そ
れ
以
上
の
正
当
化
の
必
要
が
な
い
も
の
と
し
て
自
発

的
に
受
け
入
れ
る
も
の
で
あ
る（D

,
p
.
2
3
5

）。
こ
の
直
観
的
正
当
化
を
も
っ
て
、

行
為
者
の
性
格
に
関
す
る
個
々
の
道
徳
判
断
、
解
明
原
理
、
実
践
理
性
の
第
一

原
理
の
間
に
相
互
支
持
の
関
係
が
生
ま
れ
る
。
こ
こ
に
お
い
て
、
わ
れ
わ
れ
は

少
な
く
と
も
行
為
者
の
性
格
の
道
徳
的
価
値
に
関
し
て
は
、
理
性
的
な
倫
理
学

的
探
求
お
よ
び
倫
理
的
知
識
の
モ
デ
ル
を
手
に
入
れ
た
こ
と
に
な
る
。

４

こ
の
実
質
的
相
違
か
ら
見
え
る
も
の：

ロ
ー
ル
ズ
正
義
論
の
発
展
の
過
程

さ
て
、
博
士
論
文
と
「
概
要
」
論
文
の
間
に
あ
る
上
述
の
三
つ
の
実
質
的
相

違
の
う
ち
に
、
ロ
ー
ル
ズ
正
義
論
の
発
展
の
過
程
を
眺
め
る
こ
と
が
で
き
る
と

私
は
主
張
し
た
い
。

上
で
述
べ
た
よ
う
に
、
博
士
論
文
の
ロ
ー
ル
ズ
は
わ
れ
わ
れ
の
常
識
的
な
道

徳
判
断
の
第
一
の
種
類
の
も
の
「（
i
）
行
為
者
の
よ
い
道
徳
的
性
格
に
関
す
る

わ
れ
わ
れ
の
常
識
的
な
道
徳
判
断
」
と
そ
の
解
明
原
理
C
⑴
｜
C
⑹
に
対
し

て
、「
実
践
」理
性
の
第
一
原
理
｜

よ
い
目
的
に
対
す
る
適
切
な
手
段
を
採
用

す
べ
し
｜

の
見
地
か
ら
実
質
的
正
当
化
を
行
う
。
し
か
し
実
際
に
は
、
そ
の

定
式
化
に
「
適
切
な
目
的
に
対
す
る
」
と
い
う
文
言
が
含
ま
れ
て
い
る
以
上
、

そ
の
実
質
的
正
当
化
は
究
極
的
に
は
実
践
理
性
の
第
二
原
理
お
よ
び
合
理
的
行

為
の
理
念
の
考
察
に
も
踏
み
込
ま
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
そ
の
た
め
に
は
、

他
の
種
類
の
道
徳
判
断
｜

「（
ii
）
正
し
い
行
為
・
正
義
に
か
な
う
行
為
」
と

「（
iii
）
目
的
と
す
べ
き
よ
い
対
象
・
活
動
」
に
関
す
る
道
徳
判
断
｜

の
解
明

が
必
要
と
な
る
。
三
種
類
の
判
断
は
相
互
に
独
立
し
た
形
で
は
解
明
で
き
な
い

も
の
な
の
だ
。
事
実
ロ
ー
ル
ズ
自
身
も
、
第
二
原
理
が
要
請
す
る
よ
う
な
理
に

か
な
う
活
動
を
明
ら
か
に
す
る
に
は
、
個
人
内
お
よ
び
個
人
間
の
欲
求
や
必
要

同
士
が
衝
突
し
た
と
き
に
さ
ま
ざ
ま
な
善
の
「
公
正
で
均
等
な
分
配
を
決
定
す
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る
正
義
に
か
な
う
原
理
を
定
式
化
す
る
」「
社
会
正
義
」の
企
て
が
必
要
と
な
る

（D
,
p
.
3
1
1

）
と
述
べ
て
い
た
。「
第
二
原
理
は
と
り
わ
け
正
義
原
理
の
分
析
を

必
要
と
す
る
。こ
れ
は
別
の
研
究
の
課
題
と
し
て
お
く
の
が
賢
明
に
思
わ
れ
る
」

（D
,
p
.
1
0
8 n
o
te

）。先
に
述
べ
た
と
お
り
、私
は
こ
の
論
点
を
絞
る
と
い
う
ロ
ー

ル
ズ
の
戦
略
自
体
を
非
難
す
る
つ
も
り
は
な
い
。
た
だ
、
そ
の
反
基
礎
づ
け
主

義
的
方
法
論
が
す
で
に
博
士
論
文
の
時
点
で
確
立
さ
れ
て
い
た
の
と
は
対
照
的

に
、
彼
の
規
範
倫
理
学
は
ま
だ
発
展
途
上
で
あ
っ
た
と
は
い
え
る
だ
ろ
う
。

そ
こ
で
、
私
は
ひ
と
つ
の
仮
説
を
立
て
た
い
。
ロ
ー
ル
ズ
は
、
博
士
論
文
に

お
い
て
理
性
的
な
倫
理
学
的
探
求
の
実
例
を
素
描
し
た
の
ち
、
そ
の
中
で
の
不

足
を
補
う
よ
り
包
括
的
な
規
範
倫
理
学
理
論
の
構
築
に
向
け
て
、「
概
要
」論
文
、

さ
ら
に
は
「
公
正
と
し
て
の
正
義
」
以
降
の
論
文
に
お
い
て
ま
さ
に
こ
の
「
別

の
研
究
」
へ
と
踏
み
出
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ま
ず
は
、
上
で
述
べ
た
と
お
り
、
ロ
ー
ル
ズ
は
「
概
要
」
論
文
に
お
い
て
、

ま
さ
に
「（
ii
）
正
し
い
行
為
・
正
義
に
か
な
う
行
為
」
に
関
す
る
道
徳
判
断
の

解
明
と
そ
の
正
当
化
に
新
た
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
だ
が
そ
の
解
明
原
理
、
と

く
に
（
vi
）（
vii
）
の
要
求
の
順
位
づ
け
原
理
は
ま
だ
不
完
全
で
あ
り
、
し
か
も

一
見
し
た
と
こ
ろ
、
こ
れ
ら
の
原
理
は
功
利
原
理
の
そ
れ
に
近
い
含
意
｜

博

論
の
段
階
か
ら
ロ
ー
ル
ズ
が
退
け
よ
う
と
し
て
い
た
も
の
｜

を
持
つ
よ
う
に

も
思
わ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
彼
は
要
求
の
強
さ
と
優
先
順
位
を
要
求
者
の
欲
求

や
必
要
、
選
好
の
み
に
依
拠
し
て
決
定
し
よ
う
と
し
て
い
る
か
ら
だ
。

一
方
で
、「（
iii
）
目
的
と
す
べ
き
よ
い
対
象
・
活
動
」
に
関
し
て
は
、
ロ
ー

ル
ズ
は
す
で
に
博
士
論
文
の
段
階
で
若
干
の
解
明
を
試
み
て
お
り
、
暫
定
的
結

論
と
し
て
、
理
に
か
な
う
人
な
ら
誰
も
が
重
要
だ
と
同
意
す
る
で
あ
ろ
う
よ
い

対
象
・
活
動
の
リ
ス
ト
を
提
示
し
て
い
る
（D

,
p
.
3
1
0

）。

（
i
）

身
体
の
厚
生

・
衣
食
住
な
ど
に
か
か
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
財
や
必
需
品
を
あ
る
程
度

持
つ
こ
と

・
運
動
や
ゲ
ー
ム
へ
の
参
加

（
ii
）

そ
の
メ
ン
バ
ー
が
人
格
で
あ
る
た
め
に
必
要
な
社
会
的
な
よ
い
も

の
・
こ
と

・
友
人
、
婚
姻
、
家
族
、
共
同
体
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
関
係
の
な
か
で

実
現
さ
れ
る
善

（
iii
）

三
つ
の
よ
い
活
動：

・
知
の
追
求

・
美
の
創
作
や
鑑
賞

・
何
ら
か
の
よ
い
目
的
に
人
生
を
捧
げ
る
こ
と

だ
が
、
博
士
論
文
の
ロ
ー
ル
ズ
は
こ
の
リ
ス
ト
の
項
目
の
間
の
優
先
順
位

ル
ー
ル
を
解
明
す
る
に
は
至
ら
ず
、
こ
れ
ら
の
善
の
間
で
選
択
を
迫
ら
れ
た
場

合
に
つ
い
て
は
、「
で
き
る
だ
け
多
く
の
善
を
守
る
こ
と
」「
各
人
に
自
分
な
り

の
最
善
の
選
択
を
な
す
機
会
を
保
障
す
る
こ
と
」
と
い
う
き
め
の
粗
い
決
定
原

理
を
提
示
す
る
こ
と
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
（D

,
p
.
3
1
2

）。「
概
要
」
論
文
に
お

い
て
も
、
リ
ス
ト
の
項
目
に
若
干
の
説
明
の
修
正
を
加
え
る
も
の
の
、
基
本
的

に
は
博
士
論
文
を
踏
襲
す
る
（R

a
w
ls
(1
9
5
1
a
),
p
.
1
3
(

訳p
p
.
2
7
7
2
7
9
)

）。

こ
の
第
三
の
種
類
の
道
徳
判
断
に
関
す
る
解
明
の
不
完
全
さ
も
あ
っ
て
、
ロ
ー
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ル
ズ
は
功
利
原
理
に
近
い
含
意
を
持
つ
正
義
原
理
を
提
示
す
る
に
至
っ
た
の
か

も
し
れ
な
い
。

だ
が
、
ロ
ー
ル
ズ
が
本
当
に
こ
の
（
少
な
く
と
も
、
彼
自
身
に
と
っ
て
）
望

ま
し
く
な
い
正
義
の
理
論
へ
到
達
し
て
し
ま
う
可
能
性
は
、第
三
の
種
類「（
iii
）

目
的
と
す
べ
き
よ
い
対
象
・
活
動
」
に
関
す
る
道
徳
判
断
に
つ
い
て
よ
り
深
い

解
明
を
試
み
る
こ
と
に
よ
っ
て
回
避
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
解
明
の
中

で
、
わ
れ
わ
れ
は
誰
も
が
認
め
る
よ
う
な
本
当
に
目
指
す
べ
き
目
的
、
つ
ま
り

本
当
に
よ
い
対
象
や
よ
い
活
動
を
発
見
す
る
か
も
し
れ
な
い
し
、
加
え
て
誰
も

が
認
め
る
よ
う
な
そ
れ
ら
の
間
の
優
先
順
位
ル
ー
ル
を
さ
ら
に
発
見
す
る
か
も

し
れ
な
い
。
そ
し
て
、
そ
の
優
先
順
位
ル
ー
ル
は
、
一
部
の
よ
い
も
の
・
活
動

に
対
し
、
そ
の
と
き
ど
き
の
人
々
の
欲
求
や
選
好
の
強
弱
か
ら
独
立
し
、
そ
れ

ら
に
決
し
て
左
右
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
辞
書
的
優
位
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
か

も
し
れ
な
い
。
こ
の
と
き
、
理
に
か
な
う
と
し
て
正
当
化
さ
れ
る
包
括
的
な
規

範
倫
理
学
理
論
（
つ
ま
り
、
三
つ
す
べ
て
の
種
類
の
道
徳
判
断
を
包
括
的
に
解

明
す
る
理
論
）
は
反
功
利
主
義
的
な
も
の
と
な
る
だ
ろ
う
。

そ
し
て
、
ま
さ
し
く
「
概
要
」
論
文
以
後
の
ロ
ー
ル
ズ
は
、
す
で
に
彼
が
確

立
し
た
理
性
的
な
倫
理
学
的
探
求
の
モ
デ
ル
を
携
え
て
、
包
括
的
な
規
範
倫
理

学
理
論
の
探
求
へ
と
歩
み
を
進
め
た
の
で
あ
る
。
公
正
な
協
働
の
シ
ス
テ
ム
と

し
て
の
社
会
、
秩
序
だ
っ
た
社
会
、
原
初
状
態
に
お
け
る
仮
説
的
契
約
、
二
つ

の
道
徳
的
能
力
を
有
し
そ
れ
ら
の
陶
冶
と
実
現
に
最
高
次
の
利
益
を
有
す
る
自

由
で
対
等
な
人
格
、
妥
当
な
請
求
の
自
己
創
成
的
源
泉
と
し
て
の
人
格
、
基
本

財
と
い
う
新
た
な
善
の
リ
ス
ト
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
基
礎
的
観
念
は
み
な
、
わ

れ
わ
れ
の
（
も
は
や
上
記
の
三
種
類
に
は
絞
ら
れ
な
い
）
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
、

さ
ま
ざ
ま
な
一
般
性
レ
ベ
ル
の
道
徳
判
断
を
解
明
す
る
中
で
ロ
ー
ル
ズ
が
（
暫

定
的
に
）
発
見
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
す
べ
て
が
互
い
に
支
持
し
合
っ

て
、『
正
義
論
』
と
い
う
反
功
利
主
義
の
大
建
造
物
に
基
礎
を
与
え
て
い
る
。

５

お
わ
り
に

本
論
で
は
、ロ
ー
ル
ズ
の
博
士
論
文「
倫
理
的
知
識
の
基
盤
に
関
す
る
研
究：

性
格
の
道
徳
的
価
値
に
関
す
る
判
断
に
即
し
て
考
え
る
」
を
考
察
し
た
。
そ
こ

で
は
、
ロ
ー
ル
ズ
の
社
会
正
義
論
を
考
察
す
る
う
え
で
役
立
つ
で
あ
ろ
う
、
以

下
の
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
第
一
に
、
博
士
論
文
の
ロ
ー
ル
ズ
は
倫
理
学
方

法
論
の
問
題
に
関
心
を
抱
い
て
い
た
が
、
彼
は
こ
の
関
心
を
抱
い
た
背
景
、
そ

し
て
の
ち
に
反
照
的
均
衡
と
名
付
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
反
基
礎
付
け
主
義
的

な
倫
理
学
方
法
論
に
至
っ
た
背
景
を
、
当
時
の
倫
理
学
の
風
潮
に
言
及
し
て

し
っ
か
り
と
明
ら
か
に
し
て
い
た
。
第
二
に
、
ロ
ー
ル
ズ
は
博
士
論
文
の
段
階

で
こ
の
反
照
的
均
衡
の
ア
イ
デ
ア
を
す
で
に
確
立
し
て
い
た
。
第
三
に
、
ロ
ー

ル
ズ
の
博
士
論
文
は
、
そ
の
規
範
倫
理
学
的
探
求
の
実
践
に
お
い
て
は
ま
だ
ま

だ
発
展
途
上
で
あ
っ
た
が
、
博
士
論
文
、「
概
要
」
論
文
、『
正
義
論
』
の
間
に
、

は
っ
き
り
と
こ
の
規
範
倫
理
学
的
探
求
の
実
践
が
よ
り
包
括
的
な
も
の
へ
と
成

長
し
て
い
く
過
程
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
し
て
『
正
義
論
』
さ
え
も
こ
の
包
括
的
な
倫
理
学
理
論
へ
の
成
長
の
通
過

点
に
す
ぎ
な
い
。『
正
義
論
』お
よ
び
そ
の
後
の
著
作
に
お
い
て
ロ
ー
ル
ズ
が
扱

い
き
れ
な
か
っ
た
規
範
倫
理
学
の
分
野
｜

M
・
ヌ
ス
バ
ウ
ム
の
言
葉
を
借
り

れ
ば
、「
正
義
の
未
開
拓
領
域
」（N

u
ssb
a
u
m
(2
0
0
6
)

）
｜

は
多
く
あ
る
。
た
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と
え
ば
、
障
害
者
や
動
物
に
対
す
る
正
義
、
国
外
の
人
々
に
対
す
る
正
義
が
こ

れ
に
あ
た
る
が
、
一
番
大
き
い
問
題
は
、（
社
会
正
義
で
は
な
く
）個
人
の
行
為

の
正
し
さ
｜

公
正
と
し
て
の
正
し
さ
｜

で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
社
会
条
件
の

変
化
や
倫
理
学
以
外
の
科
学
の
発
展
に
よ
っ
て
、
ロ
ー
ル
ズ
自
身
が
提
示
し
た

規
範
倫
理
学
理
論
に
修
正
を
加
え
る
必
要
も
出
て
く
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
れ

ら
の
問
題
は
、
ロ
ー
ル
ズ
亡
き
今
、
反
照
的
均
衡
（
あ
る
い
は
道
徳
的
構
成
主

義
）
と
い
う
理
性
的
な
倫
理
学
的
探
求
の
モ
デ
ル
を
継
承
し
た
次
世
代
の
倫
理

学
者
に
委
ね
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ロ
ー
ル
ズ
が
死
ん
で
も
、
そ
し
て
ロ
ー

ル
ズ
の
規
範
倫
理
学
理
論
が
死
ん
で
も
、
ロ
ー
ル
ズ
が
博
士
論
文
の
段
階
か
ら

温
め
続
け
た
彼
の
理
性
的
な
倫
理
学
的
探
求
の
モ
デ
ル
そ
の
も
の
は
生
き
続
け

る
の
で
あ
る
。

い
け
だ

ま
こ
と
・
思
想
文
化
学
専
攻
）

参
考
文
献

文
献
か
ら
引
用
す
る
際
、訳
書
の
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
適
宜
参
照
し
つ
つ
池
田
が

訳
出
し
た
。
ま
た
、R

a
w
ls
(1
9
7
1 /
9
9 rev

.
ed
.),
A
 
T
h
eo
ry o
f Ju
stice

に
言
及
す

る
際
に
は
、T

J x
x /
y
y rev

.
(

訳p
.
zz)

の
よ
う
に
初
版
、
改
訂
版
、
邦
訳
の
順
に
引

用
ペ
ー
ジ
を
表
記
し
た
。
さ
ら
に
ロ
ー
ル
ズ
の
論
文
の
う
ち
、R

a
w
ls
(1
9
9
9
),
C
o
l-

lected
 
P
a
p
ers

に
収
録
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
本
書
の
ペ
ー
ジ
数
に
言
及
し

た
。

D
a
rw
a
ll,
S
tep
h
en
,
G
ib
b
a
rd
,
A
la
n
,
a
n
d R
a
ilto
n
,
P
eter
(1
9
9
2
),
“
T
o
w
a
rd F
in

 
d
e S
iecle E

th
ics:
S
o
m
e T
ren
d
s”
,
T
h
e P
h
ilo
so
p
h
ica
l R
eview

 
1
0
1
(1
),
p
p
.

1
1
5 -
1
8
9
(rep
rin
ted
 
in
 
D
a
rw
a
ll,
G
ib
b
a
rd
 
a
n
d
 
R
a
ilto
n
(ed
s.)
(1
9
9
7
),

M
o
ra
l D
isco
u
rse a

n
d
 
P
ra
ctice
,
O
x
fo
rd
:
O
x
fo
rd U

n
iv
ersity P

ress,
p
p
.
3 -

4
7
).

F
irth
,
R
o
d
erick

(1
9
5
2
),
“
E
th
ica
l A
b
so
lu
tism
 
a
n
d
 
th
e
 
Id
ea
l O
b
serv
er,”

P
h
ilo
so
p
h
y
 
a
n
d
 
P
h
en
o
m
en
o
lo
g
ic a
l R
esea
rch
 
1
2
(3
),
p
p
.
3
1
7 -
3
4
5
.

福
間
聡
（2

0
0
7

）、『
ロ
ー
ル
ズ
の
カ
ン
ト
的
構
成
主
義：

理
由
の
倫
理
学
』、
勁
草
書

房
。

H
a
b
erm
a
s,
Ju
rg
en
(1
9
8
3
),
M
o
ra
lb
ew
u
ß
tsein u

n
d k
o
m
m
u
n
ik
a
tives H

a
n
d
eln
,

F
ra
n
k
fu
rt,
S
u
h
rk
a
m
p V
erla
g

（
三
島
憲
一
、
中
野
敏
男
、
木
前
利
秋
訳
『
道
徳

意
識
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
行
為
』、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
〇
）。

堀
巌
雄（2

0
0
7

）、『
ロ
ー
ル
ズ

誤
解
さ
れ
た
政
治
哲
学
｜

公
共
の
理
性
を
め
ざ
し

て
』、
春
風
社
。

川
本
隆
史
（1

9
9
7 /
2
0
0
5

）、『
ロ
ー
ル
ズ

正
義
の
原
理
（
新
装
版
）』、
講
談
社
。

児
玉
聡
（2

0
1
0

）、『
功
利
と
直
観
｜

英
米
倫
理
思
想
史
入
門
』、
勁
草
書
房
。

M
ik
h
a
il,
Jo
h
n
(2
0
0
0
),
R
a
w
ls’
L
in
g
u
istic A

n
a
lo
g
y
:
A
 
S
tu
d
y o
f th
e
‘G
en
era
-

tive G
ra
m
m
a
r’
M
o
d
el o
f M
o
ra
l T
h
eo
ry D

escrib
ed
 
b
y J
o
h
n R
a
w
ls in

’ A
 

T
h
eo
ry
 
o
f
 
J
u
stice,’

P
h
D
 
D
isserta

tio
n
,
C
o
rn
ell U

n
iv
ersity

.

｜
｜
｜

(2
0
1
1
),
E
lem
en
ts o
f
 
M
o
ra
l C
o
g
n
itio
n
:
R
a
w
ls’
L
in
g
u
istic A

n
a
lo
g
y

 
a
n
d
 
th
e C
o
g
n
itive S

cien
ce o
f
 
M
o
ra
l a
n
d
 
L
eg
a
l J
u
d
g
m
en
t,
C
a
m
b
rid
g
e

 
U
n
iv
ersity P

ress.

N
u
ssb
a
u
m
,
M
a
rth
a
(2
0
0
6
),
F
ro
n
tiers
 
o
f
 
J
u
stice:

D
isa
b
ility
,
N
a
tio
n
a
lity
,

S
p
ecies M

em
b
ersh
ip
,
C
a
m
b
rid
g
e,
M
A
:
H
a
rv
a
rd
 
U
n
iv
ersity P

ress.

P
o
g
g
e,
T
h
o
m
a
s
(2
0
0
7
),
J
o
h
n
 
R
a
w
ls:
H
is
 
life
 
a
n
d
 
T
h
eo
ry
 
o
f
 
J
u
stice
,

O
x
fo
rd
 
U
n
iv
ersity P

ress.

R
a
w
ls,
Jo
h
n
(1
9
5
0
),
A
 
S
tu
d
y
 
o
n
 
th
e
 
G
ro
u
n
d
s
 
o
f
 
E
th
ica
l K
n
o
w
led
g
e:

C
o
n
sid
ered
 
w
ith
 
R
eferen

ce
 
to
 
J
u
d
g
m
en
ts
 
o
n
 
th
e
 
M
o
ra
l
 
W
o
rth
 
o
f

 
C
h
a
ra
cter
,
P
h
.D
 
D
isserta

tio
n
,
P
rin
ceto
n
 
U
n
iv
ersity

.

R
a
w
ls
(1
9
5
1
a
),
“
O
u
tlin
e o
f th
e D
ecisio

n
 
P
ro
ced
u
re fo

r E
th
ics,”

in
 
R
a
w
ls
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(1
9
9
9
),
p
p
.
1 -
1
9
.

R
a
w
ls
(1
9
5
1
b
),
“
R
ev
iew
 
o
f S
tep
h
en
 
T
o
u
lm
in
’s A
n
 
E
x
a
m
in
a
tio
n
 
o
f
 
th
e

 
P
la
ce o
f
 
R
ea
so
n
 
in
 
E
th
ics”
,
P
h
ilo
so
p
h
ica
l R
eview

 
6
0
(4
),
p
p
.
5
7
2 -
5
8
0
.

R
a
w
ls
(1
9
5
5
),
“
T
w
o
 
C
o
n
cep
ts o
f R
u
les,”

in
 
R
a
w
ls
(1
9
9
9
),
p
p
.
2
0 -
4
6
.

R
a
w
ls
(1
9
5
8
),
“
Ju
stice a

s F
a
irn
ess,”

in
 
R
a
w
ls
( 1
9
9
9
),
p
p
.
4
7 -
7
2
.

R
a
w
ls
(1
9
7
1 /
1
9
9
9
 
rev
.
ed
.),
A
 
T
h
eo
ry
 
o
f
 
J
u
stice
,
C
a
m
b
rid
g
e,
M
A
:

H
a
rv
a
rd U

n
iv
ersity P

ress

（
川
本
隆
史
、
福
間
聡
、
神
島
裕
子
訳
『
正
義
論

改

訂
版
』、
紀
伊
國
屋
書
店
、
二
〇
一
〇
）。

R
a
w
ls
(1
9
8
0
),
“
K
a
n
tia
n
 
C
o
n
stru
ctiv
ism
 
in
 
M
o
ra
l
 
T
h
eo
ry
,”
in
 
R
a
w
ls

(1
9
9
9
),
p
p
.
3
0
3 -
3
5
8
.

R
a
w
ls
(1
9
9
6
),
“
A
 
R
ep
ly to H

a
b
erm
a
s,”
in h
is P
o
liti ca

l L
ib
era
lism

(E
x
p
a
n
d
-

ed
 
E
d
.),
C
o
lu
m
b
ia U

n
iv
ersity P

ress,
p
p
.
3
7
2 -
4
3
4
.

R
a
w
ls
(1
9
9
9
),
C
o
llected

 
P
a
p
ers
(ed
ited
 
b
y S
a
m
u
el F
ree m

a
n
),
C
a
m
b
rid
g
e,

M
A
:
H
a
rv
a
rd
 
U
n
iv
ersity P

ress

（
こ
の
う
ち
『
正
義
論
』
以
前
の
公
刊
論
文
の

訳
に
つ
い
て
は
田
中
成
明
編
訳
『
公
正
と
し
て
の
正
義
』、
木
鐸
社
、
一
九
七
九
に

収
録
）。

R
a
w
ls
(2
0
0
0
),
L
ectu
res o

n th
e H
isto
ry o
f
 
M
o
ra
l P
h
ilo
so
p
h
y
,
C
a
m
b
rid
g
e,

M
A
:
H
a
rv
a
rd U

n
iv
ersity P

ress

（
坂
部
恵
監
訳
『
ロ
ー
ル
ズ
哲
学
史
講
義

上
・

下
』、
み
す
ず
書
房
、）。

R
a
w
ls
(2
0
0
1
),
J
u
stice a

s F
a
irn
ess:
A
 
R
esta
tem
en
t
(ed
ited b

y E
rin K

elly
),

C
a
m
b
rid
g
e,
M
A
:
H
a
rv
a
rd U

n
iv
ersity P

ress

（
田
中
成
明
ほ
か
訳
『
公
正
と
し

て
の
正
義

再
説
』、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
四
）。

R
a
w
ls
(2
0
0
7
),
L
ectu
res o

n th
e H
isto
ry o
f P
o
litica

l P
h
ilo
so
p
h
y
,
C
a
m
b
rid
g
e,

M
A
:
H
a
rv
a
rd
 
U
n
iv
ersity P

ress

（
齋
藤
純
一
ほ
か
訳
『
ロ
ー
ル
ズ
政
治
哲
学
史

講
義

・

』、
岩
波
書
店
、
二
〇
一
一
）。

S
id
g
w
ick
,
H
en
ry
(1
9
8
2
),
T
h
e
 
M
eth
o
d
s
 
o
f
 
E
th
ics
(S
ev
en
th
 
E
d
.),
In
-

d
ia
n
a
p
o
lis,
H
a
ck
ett P

u
b
lish
in
g C
o
m
p
a
n
y
.

S
tra
tto
n
-L
a
k
e,
P
h
ili p
(2
0
0
2
),
“
In
tro
d
u
ctio
n
,”
in S
tra
tto
n
-L
a
k
e
(ed
.)
(2
0
0
2
),

p
p
.
1 -
2
8
.

S
tra
tto
n
-L
a
k
e,
P
h
ilip

(ed
.)
(2
0
0
2
),
E
th
ica
l In
tu
itio
n
ism
:
R
e-eva

lu
a
tio
n
s,

C
la
ren
d
o
n
 
P
ress,

O
x
fo
rd
.

田
中
成
明（1

9
7
9

）、「
編
訳
者
解
説
」、
田
中
成
明
編
訳
『
公
正
と
し
て
の
正
義
』、p

p
.

7
2
7

。

T
o
u
lm
in
,
S
tep
h
en
(1
9
5
0
),
A
n
 
E
x
a
m
in
a
tio
n
 
o
f
 
th
e
 
P
la
ce
 
o
f
 
R
ea
so
n
 
in

 
E
th
ics
,
C
a
m
b
rid
g
e,
C
a
m
b
rid
g
e U
n
iv
ersity P

ress.

注１

ロ
ー
ル
ズ
が
学
界
に
も
た
ら
し
た
変
化
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
論
者
の
評
価
に

つ
い
て
は
、
堀
の
簡
潔
な
ま
と
め
を
参
照
（
堀(2

0
0
7
),
p
.
2
2 n
o
te 2

）。

２

ロ
ー
ル
ズ
を
直
観
主
義
の
復
権
と
し
て
二
十
世
紀
の
倫
理
学
史
上
に
位
置
づ
け

る
論
文
と
し
て
、D

a
rw
a
ll,
G
ib
b
a
rd a
n
d R
a
ilto
n
(1
9
9
2
)

やS
tra
tto
n
-L
a
k
e

(ed
.)
(2
0
0
2
)

、
福
間(2

0
0
7
)

、
児
玉(2

0
1
0
)

を
参
照
。

３

ロ
ー
ル
ズ
の
倫
理
学
上
の
第
三
の
貢
献
と
し
て
、教
育
者
と
し
て
の
貢
献
も
ま
た

見
逃
せ
な
い
。
ロ
ー
ル
ズ
は
一
九
六
二
年
か
ら
九
一
年
に
わ
た
り
、
ハ
ー
バ
ー
ド

大
教
授
と
し
て
、
ネ
ー
ゲ
ル
や
ポ
ッ
ゲ
、
コ
ー
ス
ガ
ー
ド
な
ど
多
く
の
倫
理
学
者

を
輩
出
し
た
。
ま
た
教
授
就
任
中
に
行
っ
た
道
徳
哲
学
史
講
義
（R

a
w
ls

(2
0
0
0
)

）、
政
治
哲
学
史
講
義
（R

a
w
ls
(2
0
0
7
)

）
で
は
、
近
代
の
契
約
論
者
、
功

利
主
義
者
、さ
ら
に
は
マ
ル
ク
ス
な
ど
の
思
想
を
原
典
を
最
大
限
に
尊
重
し
つ
つ

論
じ
、
多
く
の
学
生
に
影
響
を
与
え
た
。
二
十
世
紀
前
半
の
分
析
的
メ
タ
倫
理
学

者
は
（
論
理
実
証
主
義
者
と
と
も
に
）
そ
れ
以
前
の
伝
統
的
な
哲
学
や
倫
理
学
を

学
足
り
得
な
い
と
し
て
軽
視
し
自
説
を
哲
学
史
か
ら
切
り
離
し
て
眺
め
る
傾
向

が
あ
っ
た
の
で
、「
哲
学
史
に
学
ぶ
」
と
い
う
姿
勢
を
復
活
さ
せ
た
点
で
も
ロ
ー

ル
ズ
は
現
代
倫
理
学
に
お
い
て
画
期
的
な
人
物
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、

ロ
ー
ル
ズ
は
哲
学
界
に
多
く
の
女
性
研
究
者
を
輩
出
し
た
こ
と
か
ら
一
九
九
九
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年
に
全
米
人
文
学
勲
章
を
受
け
て
い
る
。こ
の
功
績
を
第
四
の
貢
献
に
数
え
る
こ

と
も
で
き
よ
う
（
以
上
の
記
述
は
川
本
に
よ
る
『
正
義
論
』
訳
者
あ
と
が
き
（T

J

訳p
.
7
7
8

を
参
考
に
し
た
）。

４

さ
ら
に
、
こ
の
処
女
論
文
と
論
文
「
公
正
と
し
て
の
正
義
」
と
の
間
に
は
「
二
つ

の
ル
ー
ル
概
念
」（R

a
w
ls
(1
9
5
5
)

）
と
い
う
論
文
が
存
在
す
る
。
こ
れ
は
一
見
、

後
の
ロ
ー
ル
ズ
を
知
る
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
驚
き
で
あ
る
が
、規
則
功
利
主
義
的

な
道
徳
理
論
を・
擁・
護・
す・
る・
論
文
の
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、
ロ
ー
ル
ズ
本
人
が

「
公
正
と
し
て
の
正
義
」
の
註
で
強
調
し
て
い
る
よ
う
に
、「
ル
ー
ル
」
論
文
の
主

張
は
、処
罰
や
ゲ
ー
ム
な
ど
の
道・
徳・
以・
外・
の・
実
践
に
お
い
て
は
個
々
の
行
為
の
正

当
化
と
ル
ー
ル
の
体
系
そ
の
も
の
の
正
当
化
と
を
区
別
す
る
こ
と
は
説
得
的
で

あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
て
、こ
う
し
た
区
別
が
道
徳
理
論
に
お
い
て
も
説
得
的

で
あ
る
と
か
、こ
の
よ
う
な
区
別
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
功
利
主
義
的
道
徳

理
論
が
完
全
に
擁
護
さ
れ
る
と
い
っ
た
主
張
は
一
切
し
て
い
な
い
（R

a
w
ls

(1
9
5
8
),
p
p
.
5
0
5
1 n
o
te 4

(

訳p
p
.
6
8
6
9
);
see a

lso

田
中(1

9
7
9
),
p
.
2
5

）。

５

ロ
ー
ル
ズ
研
究
者
のR

a
w
ls
(1
9
5
1
a
)

に
対
す
る
評
価
と
し
て
、た
と
え
ばM

ik
-

h
a
il
(2
0
0
0
),
p
.
1
9
5
;

田
中(1

9
7
9
),
p
.
2
3
;
P
o
g
g
e
(2
0
0
7
),
p
.
1
5
;

川
本(2

0
0
5
),

p
.
5
8
;
a
n
d

堀(2
0
0
7
),
p
p
.
2
3
2
4
,
1
2
9

を
参
照
。

６

ロ
ー
ル
ズ
は
本
論
文
を
一
九
五
〇
年
二
月
一
日
に
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
哲
学
部

へ
提
出
し
た
。本
論
文
は
二
〇
一
一
年
八
月
末
時
点
で
未
公
刊
で
あ
る（
彼
の『
論

文
集
成
』（R

a
w
ls
(1
9
9
9
)

）
に
も
収
録
さ
れ
て
い
な
い
）
が
、
同
大
学
あ
る
い
は

学
位
論
文
サ
ー
ビ
ス
に
直
接
注
文
す
る
こ
と
で
入
手
で
き
る
。

７

ロ
ー
ル
ズ
は
こ
の
三
人
の
論
者
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、ト
ゥ
ー
ル
ミ
ン
に
つ
い

て
は
書
評
に
お
い
て
（R

a
w
ls
(1
9
5
1
b
)

）、
フ
ァ
ー
ス
に
つ
い
て
は
『
正
義
論
』

に
お
い
て
（T
J 1
8
4
n /
1
6
1
n rev

.,
a
n
d 1
8
5
n /
1
6
2
n

）、
そ
し
て
ハ
ー
バ
ー
マ
ス

に
つ
い
て
は
応
答
論
文
に
お
い
て
言
及
し
て
い
る
（R

a
w
ls
(1
9
9
6
)

）。

８

ス
ト
ラ
ッ
ト
ン
｜
レ
イ
ク
の
整
理
で
は
、こ
こ
で
い
う
複
数
の
道
徳
的
直
観
同
士

が
衝
突
し
た
場
合
の
優
先
順
位
ル
ー
ル
を
持
た
な
い
直
観
主
義
は「
方
法
論
的
直

観
主
義
」に
分
類
さ
れ
る
。
一
方
ロ
ー
ル
ズ
は
い
く
つ
か
の
道
徳
命
題
は
自
明
で

あ
り
そ
の
正
し
さ
は
直
観
に
よ
っ
て
知
ら
れ
う
る
と
す
る
「
認
識
論
的
直
観
主

義
」
で
は
あ
る
が
、
優
先
順
位
ル
ー
ル
の
存
在
も
認
め
る
の
で
「
方
法
論
的
直
観

主
義
」
で
は
な
い
（S

tra
tto
n
-L
a
k
e
(2
0
0
2
),
p
p
.
2
3

）。

９

ロ
ー
ル
ズ
は
こ
こ
で
シ
ジ
ウ
ィ
ッ
ク『
倫
理
学
の
諸
方
法
』（S

id
g
w
ick
(1
9
8
1
)

）

p
p
.
9
6
9
8 a
n
d 1
9
9
2
0
1

に
お
け
る
（
多
元
的
）
直
観
主
義
定
義
に
お
も
に
従
っ

て
い
る
。

10

こ
れ
ら
三
つ
の
う
ち
、
第
二
の
種
類
の
道
徳
判
断
が
ロ
ー
ル
ズ
が
の
ち
に『
正
義

論
』お
よ
び
そ
の
語
の
著
作
で
論
じ
る
種
類
の
判
断
に
も
っ
と
も
近
い
が
、
た
だ

し
ま
っ
た
く
同
じ
も
の
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、『
正
義
論
』
に
お
い
て
は
彼
は

社
会
制
度
や
社
会
の
「
基
本
構
造
」
の
正
義
に
関
す
る
判
断
を
論
じ
て
い
る
か
ら

で
あ
る
。
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ロ
ー
ル
ズ
に
よ
れ
ば
、
C
⑴
は
、
積
極
的
に「
あ
る
行
為
は
、
行
為
者
が
他
行
為

を
選
択
で
き
た
場
合
に
限
り
性
格
を
示
し
う
る
」
と
述
べ
て
い
る
の
で
は
な
い
。

C
⑴
は
、「
そ
も
そ
も
人
は
自
ら
の
性
格
が
促
す
以
外
の
行
為
を
選
択
で
き
る
の

か
」
と
い
う
自
由
意
志
の
問
題
に
は
中
立
を
貫
く
（D

,
p
.
1
1
0

）。
ま
た
、
C
⑴

は「
あ
る
行
為
は
、
そ
れ
が
本
人
の
意
図
し
た
行
為
で
な
い
な
ら
ば
、
行
為
者
の

性
格
の
道
徳
的
価
値
を
示
す
も
の
と
み
な
さ
れ
な
い
」
と
は
い
い
か
え
ら
れ
な

い
。
な
ぜ
な
ら
、
意
図
し
な
い
行
為
も
行
為
者
の
「
軽
率
さ
」「
不
注
意
さ
」
と

い
う
悪
い
性
格
の
現
れ
で
あ
る
か
ら
で
あ
る（D

,
p
p
.
1
1
3
1
1
4

）。
な
お
、
ロ
ー

ル
ズ
が
C
⑴
に
よ
っ
て
除
外
さ
れ
る
例
と
し
て
挙
げ
て
い
る
の
は
「
身
体
の
麻

痺
し
た
人
の
約
束
の
不
履
行
」
で
あ
る
（D

,
p
.
1
1
0

）。
よ
っ
て
実
質
的
に
は
、

C
⑴
も
C
⑹
と
同
様
、「
ど
ん
な
人
の
行
為
が
性
格
の
道
徳
的
価
値
を
示
す
も
の

と
は
み
な
さ
れ
得
な
い
か
」に
関
す
る
解
明
原
理
で
あ
る
と
解
釈
す
る
べ
き
か
も

し
れ
な
い
。
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